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石
井
さ
ん
は
４
年
生
の
０９
年
１０
月
、

神
戸
市
内
で
バ
イ
ク
を
運
転
中
、
Ｕ
タ

ー
ン
し
て
き
た
ワ
ゴ
ン
車
に
は
ね
ら
れ

頚
椎
骨
折
。
右
手
中
指
に
も
ひ
び
が
入

る
大
事
故
で
し
た
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

定
期
演
奏
と
卒
業
演
奏
を
控
え
た
大
事

な
時
期
。｢

何
で
こ
ん
な
時
に
…｣

。
３

カ
月
間
は
首
を
固
定
し
た
ま
ま
安
静
状

態
が
続
き
ま
す
。｢

も
う
、
フ
ル
ー
ト

が
吹
け
な
い

の
で
は｣

。

焦
り
と
不
安

が
病
床
の
石

井
さ
ん
を
襲

い
ま
す
。�

　
追
試
験
を

諦
め
、
３
月

の
卒
業
を
断

念
し
た
石
井

さ
ん
。
骨
が

く
っ
つ
き
、
普
通
の
生
活
に
戻
れ
た
の

は
、
事
故
か
ら
９
カ
月
後
、
７
月
に
入

っ
て
か
ら
で
し
た
。
首
が
動
く
、
指
が

動
く
。
公
開
卒
業
演
奏
に
向
け
、
練
習

再
開
で
す
。�

　
９
月
１３
日
に
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
卒
業
演
奏
に
は
、
家
族
や
同

級
生
た
ち
が
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ

ま
し
た
。
曲
目
は
ド
イ
ツ
の
作
曲
家
Ｃ
・

ラ
イ
ネ
ッ
ケ
の「C

oncerto in D
m
ajor

」。�

　
こ
の
曲
は
石
井
さ
ん
が
以
前
か
ら
決

め
て
い
た
曲
で
す
。
２
楽
章
は
悲
し
く
、

３
楽
章
は
明
る
く
終
わ
る
情
緒
的
な
曲
。

旋
律
に
対
す
る
熱
い
気
持
ち
が
折
り
込

ま
れ
、
技
術
的
に
も
高
度
な
曲
、
と
さ

れ
て
い
ま
す
。�

　
演
奏
時
間
は
約
１０
分
。
石
井
さ
ん
に

と
っ
て
は
４
年
間
の
集
大
成
。
こ
の
１０

分
に
思
い
の
す
べ
て
を
ぶ
つ
け
ま
し
た
。

「
久
し
ぶ
り
の
本
番
。
想
像
以
上
に
体

が
固
ま
り
、
緊
張
し
ま
し
た
」。
伴
奏

を
引
き
受
け
た
杉
本
悠
さ
ん
（
院
１
・

作
曲
）
は
「
途
切
れ
ず
最
後
ま
で
演
奏

し
て
く
れ
、
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
」
。�

　
９
月
２４
日
に
行
わ
れ
た
前
期
卒
業
証

書
授
与
式
に
は
卒
業
生
７
人
の
う
ち
大

学
生
２
人
、短
大
生
３
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
中
村
孝
義
学
長
か
ら
卒
業
証
書

を
受
け
取
っ
た
石
井
さ
ん
。
「
半
年
遅

れ
の
卒
業
式
で
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
来

ら
れ
た
の
は
、
失
意
の
時
に
励
ま
し
て

く
れ
た
皆
さ
ん
の
お
陰
で
す
」
。
卒
業

後
は
小
学
校
の
先
生
を
目
指
し
ま
す
。�

　交通事故で重傷を負った女子学生が絶望の
淵から這い上がり、９月24日、念願の卒業証
書を手にしました。大学・管弦打専攻の石井
あゆみさん（フルート）。家族や友人、先生
たちの限りない励ましと、｢卒業したい｣とい
う強い心が支えになり、この日を迎えました。�

　ハンディのある人もない人も生の音楽を楽し
んでください、というバリアフリーコンサート
が９月23日、茨木市クリエイトセンターで催さ
れました。石原光世講師らが企画、27回目の今
回は第２部で大栗裕作曲の童謡オペレッタ「ご
んぎつね」を上演しました。�

　
第
１
部
は
「
日
本
の
音
、
西
洋
の
音
」

で
、
ピ
ア
ノ
の
石
原
講
師
や
フ
ル
ー
ト

の
齊
藤
舞
歌
さ
ん
（
９６
年
院
修
）
ら
が

「
浜
辺
の
歌
変
奏
曲
」
（
成
田
為
三
）、

「
十
五
夜
お
月
さ
ん
」
（
本
居
長
世
）

な
ど
を
演
奏
。�

　
第
２
部
は
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」。
新
美

南
吉
の
童
話
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
を
本
学

講
師
も
務
め
た
大
栗
氏
が
１
９
６
２
年

（
昭
和
３７
年
）
に
、
関
西
学
院
大
学
マ

ン
ド
リ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
た
め
に
作

曲
（
自
作
譜
表
記
は
ご
ん
狐
）。
白
石

知
雄
講
師
が
本
学
音
楽
図
書
館
大
栗
文

庫
に
あ
っ
た
昭
和
３０
年
代
の
ラ
ジ
オ
放

送
の
音
源
と
関
学
に
残
さ
れ
た
資
料
で

復
元
作
業
を
行
い
、
初
代
ご
ん
ぎ
つ
ね

を
演
じ
た
渡
邊
弓
子
元
教
授
ら
の
協
力

で
約
１
年
前
か
ら
準
備
。�

　
ピ
ア
ノ
、
フ
ル
ー
ト
、
大
正
琴
を
組

み
合
わ
せ
た
ピ
ア
ノ
版
は
珍
し
い
そ
う

で
す
。
キ
ャ
ス
ト
は
ご
ん
ぎ
つ
ね
を
小

西
潤
子
さ
ん
（
９０
年
院
修
・
オ
ペ
ラ
）、

兵
十
を
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
合
唱
団
登
録
正

団
員
の
萩
原
次
己
さ
ん
が
演
じ
、
杉
元

比
左
子
さ
ん
（
８０
年
院
修
・
歌
曲
）
が

朗
読
し
ま
し
た
。�

懸
命
の
リ
ハ
ビ
リ  

執
念
で
証
書�

交通事故で重傷交通事故で重傷�
卒業絶望卒業絶望 でも…�
交通事故で重傷�
卒業絶望 でも…�
フルート　石井あゆみさん�

茨木でバリアフリーコンサート茨木でバリアフリーコンサート�茨木でバリアフリーコンサート�

大
栗
裕
作
曲
の
童
謡
オ
ペ
レ
ッ
タ
復
元�
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大
阪
音
楽
学
校
校
長
の
永
井
幸
次
は

１
９
３
３
年
（
昭
和
８
年
）
２
月
に
「
大

阪
音
楽
学
校
規
則
」（
Ｂ
６
判
、
２４
　
）

を
制
定
。
同
３
月
に
は
学
校
の
再
編
・

整
備
を
図
る
た
め
に
「
後
援
会
」
を
設

立
し
ま
し
た
。
主
な
目
的
は
財
団
法
人

化
で
し
た
。
３
月
３０
日
付
の
読
売
新
聞

は
「
第
一
に
着
手
す
べ
き
は
財
団
法
人

の
設
立
、
本
校
昇
格
運
動
（
音
楽
教
育

無
試
験
検
定
の
指
定
獲
得
）」
な
ど
と

報
道
し
て
い
ま
す
。
こ
の
財
団
法
人
を

経
て
、
今
の
よ
う
な
学
校
法
人
に
な
っ

た
の
は
１８
年
後
の
５１
年
（
昭
和
２６
年
）

で
し
た
。
　
　
　
　
（
文
中
敬
称
略
）�

　
学
校
規
則
に
よ
る
課
程
は
①
本
科
２

年
②
専
攻
科
２
年
③
高
等
科
４
年
④
師

範
科
３
年
⑤
研
究
科
１
年
⑥
特
別
専
門

科
、
年
限
な
し
⑦
幼
稚
園
保
姆
養
成
科

２
年
⑧
選
科
２
年
⑨
特
別
選
科
１
年
。

専
攻
と
師
範
両
科
は
小
、
中
学
校
の
教

員
養
成
で
す
。
授
業
日
は
①
〜
⑥
が
毎

日
、
他
は
週
１
、
２
日
で
、
授
業
時
間

は
男
子
部
が
午
前
７
時
―
午
後
２
時
、

女
子
部
は
午
前
９
時
―
午
後
４
時
。
総

定
員
は
３
５
０
人
。
入
学
金
３
円
、
納

付
金
は
本
科
が
年
額
８８
円
（
授
業
料
５５

円
、
校
費
・
楽
器
使
用
料
３３
円
。
専
攻

科
、
高
等
科
、
師
範
科
は
同
９９
円
（
６６

円
と
３３
円
）�

　
一
方
、
後
援
会
の
事
業
計
画
は
、
財

団
法
人
化
、
学
校
昇
格
の
ほ
か
保
姆
養

成
所
の
新
設
、
特
別
専
門
科
の
創
設
（
著

名
な
外
国
人
音
楽
家
の
招
聘
）、
権
威

あ
る
混
声
合
唱
団
と
交
響
管
弦
楽
の
組

織
拡
大
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
の
援
助
を
仰
ぐ
た

め
、
名
誉
会
員
、
特
別
会
員
、

正
会
員
を
募
集
し
、
入
会
者
に

は
毎
年
２
月
に
開
催
さ
れ
る
大

阪
音
楽
学
校
の
音
楽
会
と
年
数

回
の
音
楽
会
に
招
待
す
る
、
と

な
っ
て
い
ま
す
。�

　
財
団
法
人
設
立
の
認
可
申
請

は
６
月
９
日
に
出
し
て
い
ま
す
。

申
請
書
の
要
約
は
「
大
阪
音
樂

學
校
、
永
井
幸
次
ガ
御
大
典
記

念
ト
シ
テ
大
正
四
年
十
月
五
日

ヲ
以
テ
設
立
認
可
相
受
ケ 
爾

来 

鋭
意
劃
策 

經
營
維
持
ニ
日
夜
努
力

ヲ
續
ケ
十
有
九
年
ヲ
經
過
致
シ
今
日
ニ

至
リ
候
得
共 

資
力
乏
シ
キ
爲
メ
常
ニ

時
勢
ノ
進
運
ニ
後
レ
勝
チ
ト
相
成
候
事

ヲ
眞
ニ
遺
憾
ニ
存
ジ
居
候
處 

和
歌
山

市
鷹
匠
町
、
加
藤
剛
氏 

コ
ノ
苦
心
經

營
ニ
多
大
ノ
同
情
ヲ
表
サ
レ
今
回
基
本

金
ト
シ
テ
金
参
萬
圓
ヲ
寄
附
致
サ
レ
候

ニ
付 

コ
レ
ヲ
好
機
ト
シ
テ
永
井
幸
次

所
有
ノ
土
地
建
物
並
ニ
備
品
ノ
全
部 

総
價
額
金
七
萬
圓
ヲ
寄
附
致
シ
合
計
金

拾
萬
圓
ヲ
以
テ
財
團
法
人
大
阪
音
樂
學

校
ヲ
設
立
致
シ
盆
々
本
校
ノ
發
展
ニ
盡

瘁
致
ス
決
意
ニ
有
之
…
」。�

　
文
中
に
あ
る
加
藤
氏
は
大
阪
音
楽
学

校
の
ピ
ア
ノ
教
授
で
、
永
井
の
寄
付
分

は
木
造
３
階
建
て
の
増
築
校
舎
（
建
坪

５８
坪
５
合
）
と
同
敷
地
２
筆
８３
坪
１
合

９
勺
、
そ
れ
に
ピ
ア
ノ
、
オ
ル
ガ
ン
、

各
種
楽
器
と
校
具
な
ど
備
品
一
切
で
、

半
年
後
の
１２
月
１８
日
に
文
部
省
の
認
可

が
下
り
、
永
井
校
長
兼
理
事
長
が
誕
生

し
ま
し
た
。
同
日
付
の
備
品
台
帳
に
は

楽
器
や
机
、
黒
板
な
ど
一
切
の
品
名
が

列
記
さ
れ
、
購
入
金
額
も
記
入
さ
れ
て

い
ま
す
。�

　
内
訳
は
鍵
盤
楽
器
が
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア

ノ
２
、
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
７
、
ハ

ル
モ
ニ
ュ
ー
ム
１
、
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン

１０
の
計
２０
点
、
弦
楽
器
が
チ
ェ
ロ
２
、

ヴ
ィ
オ
ラ
１
、
ギ
タ
ー
２
、
マ
ン
ド
リ

ン
１
の
計
６
点
、
管
楽
器
が
バ
ス
２
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
２
、
ホ
ル
ン
１
、
ス
ラ

イ
ド
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
１
の
計
６
点
。
机

２４
、
い
す
２
２
９
、
黒
板
４
、
名
札
３

２
０
な
ど
で
、
金
額
は
楽
器
類
１
万
６

１
２
４
円
、
備
品
７
２
２
８
円
で
、
総

額
は
２
万
３
３
５
２
円
。
永
井
が
学
校

に
寄
付
し
た
す
べ
て
の
明
細
で
し
た
。�

　
法
人
認
可
か
ら
１
年
２
カ
月
後
の
１

９
３
５
年
（
昭
和
１０
年
）
２
月
２１
日
、

「
永
井
幸
次
先
生
楽
壇
四
十
年
祝
賀
音

楽
会
」
が
大
阪
朝
日
会
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
が
６１
歳
の
誕
生
日
。
東

京
音
楽
学
校
を
卒
業
し
、
大
阪
を
拠
点

に
４０
年
に
わ
た
り
音
楽
界
に
貢
献
し
て

き
た
功
績
を
称
え
よ
う
、
と
京
阪
神
在

住
の
音
楽
家
た
ち
の
発
意
で
し
た
。
永

井
は
ス
テ
ー
ジ
を
埋
め
た
オ
ー
ル
大
阪

混
声
合
唱
団
３
０
０
人
の
「
浪
華
の
ゆ

か
り
」（
松
岸
寛
一
作
詞
、
永
井
幸
次

作
曲
）
を
指
揮
し
て
満
場
の
拍
手
を
浴

び
ま
し
た
。
ま
た
、
盟
友
の
田
中
銀
之

助
か
ら
「
樂
壇
四
十
年
を
祝
ふ
」（
松

岸
作
詞
）
の
合
唱
曲
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

〈１５〉�

創
立
百
周
年
に
向
け
て�

永
井
の
楽
壇

４０
年
を
祝
う

音
楽
会�

永
井
所
有
の
す
べ
て
寄
付�後援会設け学校再編も�

財団法人の設立�

交通事故で重傷�
卒業絶望 でも…�

茨木でバリアフリーコンサート�

ペ
ー�

ジ�
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陸
上
自
衛
隊
中
央
音
楽
隊
の
吹
奏
楽

演
奏
会
（
特
別
講
義
）
が
ミ
レ
ニ
ア
ム

ホ
ー
ル
で
あ
り
、
隊
長
の
武
田
晃
１
等

陸
佐
指
揮
で
Ｊ
・
Ｐ
・
ス
ー
ザ
の
行
進

曲
「
忠
誠
」
を
演
奏
。
ま
た
、
卒
業
生

で
第
１５
音
楽
隊
（
那
覇
市
）
隊
長
の
柴

田
昌
宜
１
等
陸
尉
（
０３
年
大
専
、
オ
ペ

ラ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
指
揮
）
が
Ｓ
・
Ｒ
・

エ
ロ
ー
ル
の
「
ソ
ラ
ス
・
ア
ネ
」
な
ど

を
指
揮
し
ま
し
た
。
中
央
音
楽
隊
は
５１

年
に
創
設
。
首
都
圏
で
開
催
さ
れ
る
年

３
回
の
定
期
演
奏
会
や
室
内
楽
演
奏
会
、

全
国
各
地
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
・
ツ
ア
ー
、

陸
海
空
合
同
コ
ン
サ
ー
ト
、
自
衛
隊
音

楽
ま
つ
り
な
ど
の
ほ

か
、
音
楽
隊
員
の
教

育
も
担
当
し
て
い
ま
す
。�

　
本
学
出
身
の
陸
上
自
衛
隊
音
楽
隊
員

は
柴
田
１
尉
、
第
３
音
楽
隊（
伊
丹
市
）

隊
長
の
佐
藤
文
俊
さ
ん
、そ
れ
に
、教
育

中
の
２
人
を
含
め
る
と
計
１５
人
い
ま
す
。�

　
０９
年
か
ら
客
員
教
授
に
な
っ
た
ア
リ

ニ
ョ
ン
氏
は
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
。
国
立
パ
リ
高
等
音

楽
院
を
卒
業
後
、
米
国
ミ
シ
ガ
ン
大
学

で
研
鑚
。
古
典
か
ら
現
代
ま
で
幅
広
い

レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
持
っ
て
い
ま
す
。�

　
受
講
し
た
の
は
鷹
羽
萌
子
さ
ん
（
大

３
）、
澤
井
明
日
見
さ
ん
、
宮
本
茉
実

さ
ん
、
井
上
舞
香
さ
ん
（
以
上
大
４
）、

西
岡
章
博
さ
ん
（
大
専
）
の
５
人
。�

　
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
第
１
狂
詩
曲
を
演

奏
し
た
鷹
羽
さ
ん
に
「
音
量
的
に
も
う

少
し
吹
い
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
音
色
、

音
質
は
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
も
う
少

し
し
っ
か
り
、
積
極

的
に
表
現
し
て
く
だ

さ
い
。
テ
ク
ニ
ッ
ク
的
に
は
良
か
っ
た

で
す
。
最
初
に
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の

は
ソ
リ
ス
ト
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
し

っ
か
り
と
ピ
ア
ノ
に
つ
な
い
で
く
だ
さ

い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
し
た
。�

　
ラ
ジ
オ
の
ド
イ
ツ
語
講
座
で
お
な
じ

み
の
ヨ
ズ
ア
・
バ
ル
チ
ュ
氏
。
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
た
発
音
指
導
は
学
生
に
も
人

気
が
あ
り
、
折
笠
舞
さ
ん
（
大
４
）、

藤
川
晃
史
さ
ん
（
院
２
）
ら
１２
人
が
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。�

　
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
「
２
つ
の
ｎ
」

に
悪
戦
苦
闘
。「
安
全
、
ア
ン
キ
モ
。

舌
は
ど
こ
に
い
ま
す
か
。
舌
の
位
置
に

注
意
し
て
」。�

　
「
ド
イ
ツ
語
は
日
本
語
と
違
い
、
唇

の
筋
肉
が
必
要
で
す
」。
唇
の
筋
肉
を

鍛
え
る
取
っ
て
置
き
の
方
法
を
教
え
ま

す
。
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
１
分
間
、
唇
で
く

わ
え
て
く
だ
さ
い
。

次
は
唇
を
震
わ
せ
、

筋
肉
を
和
ら
げ
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
に
す

る
よ
う
に
「
ぶ
る
ぶ
る
」
運
動
。
こ
の

運
動
を
毎
日
続
け
る
と
、
唇
の
筋
肉
は

鍛
え
ら
れ
、
ド
イ
ツ
語
の
発
音
は
見
違

え
る
ほ
ど
上
達
す
る
は
ず
で
す
。�

　
北
西
ド
イ
ツ
音
楽
大
学
（
デ
ト
モ
ル

ト
音
楽
院
）
教
授
の
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
奏
者
、

ヘ
ル
マ
ン
・
ユ
ン
ク
氏
が
、
フ
ァ
ゴ
ッ

ト
と
木
管
五
重
奏
の
公
開
レ
ッ
ス
ン
を

行
い
ま
し
た
。
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
で
レ
ッ
ス

ン
を
受
け
た
の
は
、
三
上
綾
子
さ
ん
（
大

２
）
と
松
本
静
香
さ
ん
（
大
４
）。
Ｍ
・

グ
リ
ン
カ
の
「
ソ
ナ
タ
」
を
演
奏
し
た

三
上
さ
ん
に
は
「
グ
リ
ン
カ
は
後
期
ロ

マ
ン
派
だ
か
ら
、
も
っ
と
テ
ン
ポ
を
揺

ら
し
て
い
い
。
楽
器
を
回
し
た
り
、
ブ

レ
ス
の
と
き
楽
器
を
下
げ
る
と
変
な
ア

ク
セ
ン
ト
が
つ
く
の
で
、
し
っ
か
り
キ

ー
プ
す
る
こ
と
」
、
Ｃ
・
サ
ン=

サ
ー

ン
ス
の
「
フ
ァ
ゴ
ッ

ト
ソ
ナ
タ
」
を
演
奏

し
た
松
本
さ
ん
に
は
「
ロ
ン
グ
ト
ー
ン

は
弧
を
描
く
よ
う
な
息
の
流
れ
で
。
リ

ー
ド
に
舌
が
ち
ゃ
ん
と
つ
い
て
い
な
い

と
、
発
音
す
る
と
き
雑
音
が
入
る
の
で

注
意
し
て
」
な
ど
と
指
導
し
ま
し
た
。�

授 業 紹 介 �

７月７日　ミレニアムホール７月７日　ミレニアムホール�７月７日　ミレニアムホール�

９月７日　Ｏ号館９月７日　Ｏ号館２０教室教室�９月７日　Ｏ号館２０教室�

７月７月２４日　Ｏ号館日　Ｏ号館１０１教室教室�７月２４日　Ｏ号館１０１教室�

９月６９月６日　Ｏ号館号館２０１教室教室�９月６日　Ｏ号館２０１教室� ７月７月２１日　Ｄ号館日　Ｄ号館２０１教室教室�７月２１日　Ｄ号館２０１教室�

吹　奏　楽�
陸上自衛隊�
　中央音楽隊�

卒
業
生
の
柴
田
１
等
陸
尉
も
指
揮�

クラリネット�し
っ
か
り
と
積
極
的
に
表
現
し
て�

声　　　楽�
ヨズア・バルチュ氏�
Josua Bartsch

ぶ
る
ぶ
る
運
動
で
２
つ
の
Ｎ
克
服�

グ
リ
ン
カ
は
テ
ン
ポ
を
揺
ら
し
て�

ミッシェル・アリニョン氏�
Michel Arrignon

特別講義・公開レッスン�
ファゴット�
ヘルマン・ユンク氏�
Helman Jung

上が橘会　下が旭会の楽譜�
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授 業 紹 介授 業 紹 介 �授 業 紹 介 � 大学院「芸術文化の諸相」�

筑前琵琶奏者　音楽学者�

シルヴァン・ギニャール講師�

　
大
学
院
「
芸
術
文
化
の
諸
相
」
の
前

期
講
師
は
、
筑
前
琵
琶
奏
者
、
音
楽
学

者
で
大
阪
学
院
大
学
教
授
の
シ
ル
ヴ
ァ

ン
・
ギ
ニ
ャ
ー
ル
氏
で
し
た
。
ギ
ニ
ャ

ー
ル
氏
は
、
ス
イ
ス
で
シ
ョ
パ
ン
研
究

に
よ
り
博
士
号
を
取
得
後
、
日
本
の
伝

統
音
楽
を
研
究
す
る
た
め
大
阪
大
学
へ

留
学
。
人
間
国
宝
の
故
・
山
崎
旭
翠
氏

に
２３
年
間
師
事
し
て
筑
前
琵
琶
を
学
ん

だ
異
色
の
経
歴
の
持
ち
主
で
す
。�

　
西
洋
の
音
楽
、
東
洋
の
音
楽
双
方
に

精
通
し
た
比
較
芸
能
論
の
視
点
か
ら
、

シ
ュ
メ
ー
ル
人
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ

ア
文
明
に
遡
る
古
代
リ
ュ
ー
ト

に
始
ま
り
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を

経
て
日
本
に
伝
わ
っ
た
琵
琶
の

歴
史
や
、
楽
琵
琶
、
平
家
琵
琶
、

薩
摩
琵
琶
、
筑
前
琵
琶
と
独
自

の
発
展
を
遂
げ
た
日
本
の
琵
琶

楽
を
講
義
し
、
現
代
音
楽
に
お

け
る
琵
琶
の
可
能
性
に
も
ふ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
自
ら
琵
琶
を
演
奏
し
、
表

現
の
多
様
さ
、
奥
深
さ
を
示
し
た
「
筑

前
琵
琶
」
の
授
業
を
紹
介
し
ま
す
。�

若
き
３
人
が
生
ん
だ
筑
前
琵
琶�

　
明
治
維
新
後
、
盲
僧
制
度
が
廃
止
さ

れ
て
北
九
州
を
中
心
と
し
た
盲
僧
琵
琶

は
衰
え
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
伝
統
を

基
に
明
治
２０
年
代
、
若
き
３
人
の
音
楽

家
が
協
力
し
て
新
し
い
琵
琶
楽
、
筑
前

琵
琶
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
３
人
の
名

は
、
橘
智
定
、
鶴
崎
賢
定
、
吉
田
竹
子
。

橘
と
鶴
崎
は
筑
前
（
福
岡
）
の
盲
僧
琵

琶
の
家
系
を
継
ぐ
晴
眼
者
。
吉
田
は
芸

妓
で
し
た
。
お
も
し
ろ
い
の
は
一
人
で

発
明
し
た
の
で
は
な
く
、
３
人
が
い
ろ

い
ろ
な
実
験
を
し
て
楽
器
を
改
良
し
、

芸
妓
の
三
味
線
の
知
識
や
技
術
も
取
り

入
れ
て
、
新
し
い
琵
琶
楽
を
生
み
出
し

た
こ
と
。
以
後
、
橘
流
と
し
て
全
国
的

に
広
ま
り
、
大
正
期
に
ま
す
ま
す
発
展

し
ま
し
た
が
、
後
に
音
楽
理
念
の
相
違

か
ら
、
橘
会
と
旭
会
に
分
派
し
ま
し
た
。�

流
派
が
守
る
独
自
の
美
意
識�

　
〝
流
派
〞
は
日
本
の
音
楽
史
上
、
大

事
な
問
題
で
す
。

日
本
の
伝
統
音

楽
の
世
界
で
は
、

各
流
派
が
違
う

楽
譜
を
持
ち
、

同
じ
筑
前
琵
琶
で
も
橘
会
と
旭
会
は
記

譜
が
違
う
た
め
、
お
互
い
に
楽
譜
が
読

め
ま
せ
ん
。
例
え
ば
「
山
吹
」
の
同
じ

個
所
を
記
し
た
楽
譜
を
比
較
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
橘
会
の
楽
譜
は
、
五
線
に
撥

の
使
い
方
を
示
す
三
角
が
書
き
込
ま
れ
、

伝
統
的
な
薩
摩
琵
琶
で
も
使
わ
れ
て
い

る
古
い
記
譜
法
。
楽
譜
に
書
き
込
ま
れ

た
「
火
」「
土
」「
金
」
な
ど
の
漢
字
は

五
行
思
想
に
由
来
す
る
も
の
で
、
盲
僧

琵
琶
の
時
代
、
琵
琶
法
師
は
陰
陽
師
で

も
あ
り
ま
し
た
。
五
線
は
西
洋
の
五
線

譜
と
違
い
、
五
絃
琵
琶
の
絃
を
表
し
た

奏
法
譜
。
奏
法
譜
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ル

ネ
サ
ン
ス
時
代
に
も
あ
り
ま
し
た
。
旭

会
の
楽
譜
は
、
西
洋
の
五
線
譜
を
研
究

し
た
新
し
い
記
譜
法
。
柱
を
表
す
横
の

線
と
、
時
間
を
表
す
縦
の
線
に
文
字
や

記
号
が
書

き
込
ま
れ
、

ビ
ー
ト
が

わ
か
り
や

す
い
の
が

特
徴
で
す
。�

　
声
の
使

い
方
に
つ

い
て
も
、

西
洋
な
ら

ベ
ル
カ
ン

ト
を
理
想

と
す
る
一

つ
の
理
念

が
あ
り
ま

す
。
し
か

し
日
本
で

は
声
に
対

す
る
２０
種
類
以
上
も
の
美
の
理
念
が
あ

っ
て
、
み
ん
な
違
う
の
で
す
。
琵
琶
の

世
界
で
も
流
派
の
違
い
が
声
の
使
い
方

に
、
は
っ
き
り
現
れ
て
い
ま
す
。
流
派

特
有
の
排
他
性
が
独
自
の
美
意
識
、
芸

術
を
守
っ
た
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。�

男
性
的
な
薩
摩
　
女
性
的
な
筑
前�

　
筑
前
琵
琶
の
楽
器
は
、
薩
摩
琵
琶
よ

り
や
や
小
さ
く
、
薄
い
ツ
ゲ
製
の
撥
で

弾
奏
し
ま
す
。
腹
板
が
特
別
処
理
の
桐

製
の
た
め
音
質
が
非
常
に
柔
ら
か
い
こ

と
か
ら
、
男
性
的
な
薩
摩
琵
琶
に
対
し
、

筑
前
琵
琶
は
女
性
的
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
お
も
し
ろ
い
の
は
、
一
絃
と
三
絃

を
同
じ
音
程
に
調
弦
す
る
こ
と
。
な
ぜ

で
し
ょ
う
。
琵
琶
で
語
る
主
な
物
語
は
、

平
家
物
語
や
英
雄
の
最
後
と
い
っ
た
武

士
の
世
界
。
劇
的
な
戦
い
の
場
面
で
は

一
絃
を
打
弦
楽
器
、
つ
ま
り
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
と
し
て
使
い
ま
す
。
そ
の
ボ
リ

ュ
ー
ム
と
パ
ワ
ー
を
生
か
す
た
め
、
一

弦
は
解
放
弦
だ
け
で
ほ
と
ん
ど
押

さ
え
ま
せ
ん
。
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
三

絃
。
絃
を
押
さ
え
て
音
高
を
変
化

さ
せ
ま
し
た
。�

　
琵
琶
は
ギ
タ
ー
・
リ
ュ
ー
ト
系
の
楽

器
で
す
が
、フ
レ
ッ
ト
が
非
常
に
高
い
。

微
妙
な
押
さ
え
加
減
で
い
ろ
ん
な
音
が

出
せ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
指
先
で
敏
感

に
糸
を
震
わ
せ
る
と
、
悲
し
げ
で
繊
細

な
表
現
も
で
き
る
の
で
す
。�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…�

　
こ
こ
で
ギ
ニ
ャ
ー
ル
氏
は
楽
器
を
院

生
や
英
国
か
ら
の
留
学
生
に
渡
し
て
、

琵
琶
を
手
ほ
ど
き
。
い
い
音
が
出
る
と

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
は
い
よ

い
よ
筑
前
琵
琶
で
「
羅
生
門
」
の
独
奏

で
す
。
ギ
ニ
ャ
ー
ル
氏
は
重
厚
な
歌
と

変
幻
自
在
な
琵
琶
の
音
で
、
幽
玄
の
世

界
へ
と
誘
い
ま
し
た
。�

７月７日　ミレニアムホール�

９月７日　Ｏ号館２０教室�

７月２４日　Ｏ号館１０１教室�

９月６日　Ｏ号館２０１教室� ７月２１日　Ｄ号館２０１教室�

琵
琶
の
幽
玄
な
世
界
を
探
究�

上が橘会　下橘会　下が旭会旭会の楽譜楽譜�上が橘会　下が旭会の楽譜�
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OH／オペラハウス　MH／ミレニアムホール�

１１月・１２月� の 催 し �

１１月１５日（月）１８時　ミレニアムホール�
入場料１０００円　自由席�
ピアノ 西根　里絵（大学１年）�
　Ｌ．ｖ．ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ  第２１番  ハ長調  作品５３（「ワルトシュタイン」）�
クラリネット 山下　美　（大学２年）�
　R.シューマン：幻想小曲集　作品73　ほか�
ソプラノ 林　　佑子（大学４年）�
　G.プッチーニ：歌劇「蝶々夫人」より　ある晴れた日に　ほか�

１２月３日（金）１９時　ザ・シンフォニーホール�
入場料　１０００円　指定席�
【チケット取扱い】�
チケットぴあ　1０５７０-０２-９９９９　Ｐコード １１９-９８０�
ABCチケットセンター（ザ・シンフォニーホール内  窓口受付のみ）�
大阪音楽大学コンサート・センター　1０６-６３３４-２２４２�

指揮　小田野宏之（大阪音楽大学特任教授）�
クラリネット独奏　パスカル・モラゲス�
                               （大阪音楽大学客員教授）�

管弦楽　大阪音楽大学管弦楽団�

O.ニコライ：�
歌劇「ウィンザーの陽気な女房たち」序曲�
W.A.モーツァルト：�
クラリネット協奏曲　イ長調　K.６２２�
H.ベルリオーズ：幻想交響曲　作品１４�

◇大阪音楽大学主催演奏会のチケットは電話、Fax、はがきでコンサート・センターへお申し込みください。ホームページからもお申し込みいただけます。
http://daion.ac.jp［大阪音楽大学コンサート・センター］〒５６１-８５５５　豊中市庄内幸町１-１-８　1０６-６３３４-２２４２　FAX０６-６３３４-２１６４�

第２１回  ザ・カレッジ・コンサート�

１１月２２日（月）１８時　ザ・カレッジ・オペラハウス�
入場料１０００円　自由席�
指揮　小田野宏之�
管弦楽　ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団�
ソリスト�
　フルート 田中　梨沙（大学４年）�
　J.イベール：フルート協奏曲�
　打楽器 　　　武（大学４年）�
　A.ジョリヴェ：打楽器とオーケストラのための協奏曲�
　ピアノ 伏見　千紗都（大学２年）�
　W.A.モーツァルト：ピアノ協奏曲　第23番　イ長調　K.488�
　ピアノ 平垣　友里（大学専攻科）�
　L.v.ベートーヴェン：ピアノ協奏曲　第３番　ハ短調　作品37

第２２回  ザ・コンチェルト・コンサート�

１１月２６日（金）１８時　ミレニアムホール�
入場料１０００円　自由席�
演奏　大阪音楽大学・大阪音楽大学短期大学部邦楽専攻生�
　　　大阪音楽大学邦楽専攻教員・演奏員�

第３３回  邦楽演奏会�

大阪音楽大学�
第５３回定期演奏会�

１１月２日（火）�
１４時�

１１月２日（火）�
１７時�

１１月４日（木）�
１８時�

１１月５日（金）�
１８時�

１１月６日（土）�
１４時�

１１月８日（月）�
１８時�

１１月８日（月）�
１８時３０分　�

１１月９日（火）�
１４時�

１１月１２日（金）�
１４時�

１１月１２日（金）�
１８時�

１１月１３日（土）�
１７時�

１１月１４日（日）�
１４時�

１１月１５日（月）�
１８時�

１１月１９日（金）�
１４時�

１１月２２日（月）�
１８時�

１１月２６日（金）�
１４時�

１１月２６日（金）�
１８時�

１２月３日（金）�
１９時�

１２月４日（土）�
１４時�

１２月９日（木）�
１７時�

１２月１１日（土）�
１４時�

１２月１１日（土）�
１７時�

１２月１６日（木）�
１７時�

音楽・心の旅２４「リコーダー  その歴史と音楽への探
訪の旅」  豊中市立中央公民館　講師　田村義一�

第６回ミレニアムピアノコンサート�
MH　出演　大竹道哉　鳥居知行　木村綾子�

第２７回ミレニアム・スチューデント・コンサート　第一夜�
MH　出演　選抜学生�

第２７回ミレニアム・スチューデント・コンサート　第二夜�
MH　出演　選抜学生�

第２９回ミュージアム・セミナー「ケルトの伝統音楽」�
音楽博物館　演奏　hatao（畑山智明）　ディック・ヘン
ソールド　ほか�

第２７回ミレニアム・スチューデント・コンサート　第三夜�
MH　出演　選抜学生�

公開講座フェスタ２０１０　「エキスポ・クラッシック」�
さいかくホール　講師　白石知雄�

音楽・心の旅２４「ヴァイオリンとギターのおしゃべり」�
豊中市立千里公民館　講師　赤松由夏�

音楽の宝石箱　「ジャズ演奏の分解と組み立て！」�
高槻市立生涯学習センター　講師　赤松二郎�

２０世紀オペラ「欲望という名の電車」�
ＯＨ　出演　松田昌恵　石橋栄実　藤村匡人　小餅谷
哲男　ほか�

Daionコンサート　夕映えの海とともに�
ATC大阪南港サンセットホール　出演　南亜貴子　
柳川真理子�

２０世紀オペラ「欲望という名の電車」�
ＯＨ　出演　松田昌恵　石橋栄実　藤村匡人　小餅谷
哲男　ほか�

第２１回ザ・カレッジ・コンサート�
MH　出演  西根里絵　山下美緒　林佑子�

音楽の宝石箱「連弾弾丸トーーーク!?」�
高槻市立生涯学習センター　講師　木村貴子　關口康祐�

第２２回ザ・コンチェルト・コンサート�
OH　出演　田中梨沙  　武   伏見千紗都   平垣友里�

音楽の宝石箱「音色のファンタジア」�
高槻市立生涯学習センター　講師　宇野友基子�

第３３回邦楽演奏会�
MH　出演　邦楽専攻生�

大阪音楽大学第５３回定期演奏会�
ザ・シンフォニーホール　出演　大阪音楽大学管弦楽団�

第６７回ミュージアム・コンサート「古典ピアノの魅力」�
音楽博物館　演奏　本岡浩子　小玉晃�

第７回ミレニアムピアノコンサート�
MH　出演　篠原理恵　北村美奈子　岡原慎也�

ミレニアムホール特別講座「チェロ誕生の物語」�
MH　出演　日下部吉彦　上塚憲一　高本一郎�

Daionコンサート　夕映えの海とともに�
ATC大阪南港サンセットホール　出演　小橋綾実　
藤田紗織�

ヴォーカル・グレート・コンサート�
OH　　�

�
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第４６回オペラ公演  ２０世紀オペラ・シリーズ�
原作テネシー・ウィリアムズ�
作曲アンドレ・プレヴィン　「欲望という名の電車」�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原語・英語上演　字幕付）�

１１月１２日（金）１８時　１１月１４日（日）１４時　全指定席�
入場料　一般７０００円　シルバー６０００円　小・中・高校生３０００円　�
　　　　＊幸楽会、付属音楽院会員はシルバー料金と同額とします。�
指揮　大勝 秀也　演出　中村 敬一　制作統括　荒田 祐子�

◆キャスト◆�
ブランチ 松田昌恵 ステラ 石橋栄実�
スタンリー 藤村匡人 ミッチ 小餅谷哲男　�
ユーニス 野間直子 スティーヴ 松岡重親�
若い集金人 諏訪部匡司 メキシコ女 西村　薫�
医師 木村孝夫 看護婦 植田加奈子�
パブロ 池森庸�
管弦楽　ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団�

オペラ・プレトーク＆映画上映会 開催�
「欲望という名の電車」の見どころ、聴きどころ�
１０月３０日（土）１４時　ミレニアムホール　入場無料�
プレゼンター：大勝秀也　中村敬一　荒田祐子�

ザ・カレッジ・オペラハウス第２５回推薦コンサート�

八軒康浩とその仲間たち�
～アンサンブルの妙～�

２０１１年度オペラハウス推薦コンサート  出演者募集�

２０１１年１月１６日（日）１４時　全自由席�
入場料　一般２０００円　シルバー・小・中・高校生１０００円�

■開催日　前期：２０１１年４月～２０１１年７月�
　　　　　後期：２０１１年１０月～２０１２年３月�
■応募資格　本学関係者（卒業生、教職員、演奏員等）�
■対象　①リサイタル形式の公演�
　　　　②器楽、声楽のソロ、アンサンブル、室内楽形態の公演�
　　　　③上記①②に含まれない企画内容の公演�
■応募受付締切　２０１０年１１月１２日（金）１６時必着�
＊詳細は大学公式ホームページの募集要項をご覧ください。�
＜送付先・問い合わせ＞�
〒５６１-８５５５　豊中市庄内幸町１-１-８�
大阪音楽大学コンサート・センター「ザ・カレッジ・オペラハウス推薦コンサート」係�
1０６-６３３４-２１３１　Fax０６-６３３４-２１６４�
e-mail：ensou１@daion.ac.jp

ヴァイオリン　八軒康浩　　　ヴィオラ 辻田結城彦�
チェロ　　　　 瀬恵理也　　ピアノ 松村則子�

P.I.チャイコフスキー：ピアノ三重奏曲　イ短調　作品５０�
　　　　　　　　　　　　　「偉大な芸術家の思い出に」�
J.ブラームス：ピアノ四重奏曲　第１番　ト短調　作品２５�

第２９回ミュージアム・セミナー「ケルトの伝統音楽」�
１１月６日（土）１４時　音楽博物館　受講料１０００円�
お話と演奏　hatao（畑山智明）�
演奏　ディック・ヘンソールド　松阪健　上原奈未�

第６７回ミュージアム・コンサート「古典ピアノの魅力」�
１２月４日（土）１４時　音楽博物館　受講料１０００円�
お話と演奏　本岡浩子　演奏　バリトン　小玉晃�
＜申し込み・問い合わせ＞音楽博物館�
1０６-６８６８-１５０９　FAX０６-６８６５-１２２１　＊事前のお申し込みが必要です。�

音楽・心の旅２４�
１１月２日（火）１４時　豊中市立中央公民館�

「リコーダー その歴史と音楽への探訪の旅」 講師  田村義一�
１１月９日（火）１４時　豊中市立千里公民館�

「ヴァイオリンとギターのおしゃべり」 講師  赤松由夏�
受講料  無料 ＜申し込み＞豊中市立中央公民館 1０６-６８６６-０５５５�

音楽の宝石箱�
第３回　１１月１２日（金）１４時�

「ジャズ演奏の分解と組み立て！」�
講師　赤松二郎（サクソフォーン）�
第４回　１１月１９日（金）１４時�

「連弾弾丸トーーーク！？」 講師 木村貴子 關口康祐（ピアノ）�
第５回　１１月２６日（金）１４時�

「音色のファンタジア」 講師 宇野友基子（ハープ）�
会場　高槻市立生涯学習センター　受講料　各回１０００円�
＜問い合わせ＞高槻市立生涯学習センター　1０７２-６７４-７７００�

ＮＨＫテレビ番組�
「よみがえる『ラジオ歌謡』とその時代�
                          ～大阪発・60年ぶりの復活演奏～」�
１１月３日（水・祝）１５時３０分～１７時４０分　ＢＳ２で放送�
大栗裕作品を本学教員、オペラハウス合唱団員が演奏�
演奏曲　大栗裕：歌劇「夫婦善哉」�
　　　　大栗裕：ラジオ・ミュージカルス「待てど暮らせど物語」ほか�
出　演　石橋栄実　松本薫平　片桐直樹�
　　　　ザ・カレッジ・オペラハウス合唱団　ほか�
＊８月５日、ＮＨＫ大阪ホールで公開収録された番組です。ぜひごらんください。�
�

ミレニアムピアノコンサート�
１１月２日（火）１７時　ミレニアムホール　入場無料�
演奏　大竹道哉　鳥居知行　木村綾子�
１２月９日（木）１７時　ミレニアムホール　入場無料�
演奏　篠原理恵　北村美奈子　岡原慎也�

第４１回 ミレニアムホール特別講座『チェロ誕生の物語』�
１２月１１日（土）　１４時　ミレニアムホール�
プロデュース・講師　日下部 吉彦�
演奏　チェロ　上塚憲一　アーチリュート　高本一郎�
受講料　１０００円　＊事前のお申し込みが必要です。�
＜申し込み・問い合わせ＞エクステンション・センター�
1０６-６３３４-２２５１　FAX０６-６３３４-２５４２�

松田昌恵� 小餅谷哲男�藤村匡人�石橋栄実�

公開講座フェスタ２０１０�
１１月８日（月）１８時３０分　さいかくホール　受講料５００円�

「エキスポ・クラシック―音楽家から見た大阪万博―」�
講師　白石知雄�
＜申し込み＞府民お問い合わせセンター「公開講座フェスタ２０１０」係�
1０６-６９１０-８００１　FAX０６-６９１０-８００５�
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オ
ペ
ラ
物
知
り
講
座
「
裏
方
さ
ん
シ
リ
ー
ズ
」
の
３
回
目
は
「
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
仕
事
」
。
び
わ
湖
ホ
ー
ル
前
館
長
の
上
原
恵
美
さ
ん
に

登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
上
原
さ
ん
は
計
画
立
案
の
こ
ろ
か
ら
ホ
ー

ル
に
か
か
わ
り
、
び
わ
湖
ホ
ー
ル
の
黄
金
時
代
を
築
い
た
名
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
。
建
設
当
時
の
裏
話
、
初
代
館
長
や
芸
術
監
督
に
ま
つ
わ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
、
オ
ペ
ラ
と
劇
場
へ
の
思
い
を
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。�

　
び
わ
湖
ホ
ー
ル
は
四
面
舞
台
を
備
え

オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
な
ど
に
対
応
で
き
る

舞
台
芸
術
専
用
ホ
ー
ル
。
東
京
の
新
国

立
劇
場
よ
り
も
一
年
遅
く
９８
年
に
開
場

し
ま
し
た
。�

　
―
な
ぜ
滋
賀
に
オ
ペ
ラ
を
。�

 

「
関
西
に
は
す
で
に
、
い
く
つ
も
の

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
。

後
進
の
滋
賀
県
に
同
じ
よ
う
な
ホ
ー
ル

を
造
っ
て
も
世
界
の
有
名
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
は
来
て
く
れ
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
」�

　
―
当
時
は
千
人
、
二
千
人
規
模
の
ホ

ー
ル
が
各
地
に
、
雨
後
の
竹
の
子
の
よ

う
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
で

会
場
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
の
は
至
難
の

業
。
五
木
ひ
ろ
し
が
来
な
い
と
満
席
に

な
ら
な
い
。
そ
ん
な
時
代
で
し
た
よ
ね
。�

 
「
そ
の
通
り
で
す
。
そ
こ
で
、
関
東

に
新
国
立
劇
場
が
で
き
る
な
ら
関
西
に

も
新
国
立
劇
場
の
受
け
皿
に
な
る
よ
う

な
劇
場
を
造
っ
て
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か

と
。
県
と
し
て
も
大
変
な
決
断
で
し
た
」�

　
―
地
元
の
人
た
ち
の
反
応
は
。�

 

「
最
初
の
こ
ろ
は
『
滋
賀
県
の
よ
う

な
小
さ
な
県
に
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
を
造
る

な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
』
と
い
う
声
が

随
分
あ
り
ま
し
た
」�

　
―
初
代
館
長
は
元
文
部
大
臣
の
赤
松

良
子
さ
ん
。
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
し
た
。�

 

「
び
わ
湖
を
成
功
さ
せ
る
に
は
赤
松

さ
ん
の
よ
う
に
世
界
的
な
視
野
を
も
っ

た
人
で
な
け
れ
ば
、
と
い
う
思
い
が
私

の
頭
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
彼

女
の
こ
と
を
知
事
に
相
談
し
ま
し
た
ら

『
影
も
形
も
な
い
ホ
ー
ル
に
、
そ
れ
は

無
理
だ
よ
』
と
相
手
に
し
て
く
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
諦

め
き
れ
ず
東
京
へ

お
願
い
に
あ
が
っ

た
ら
、
二
つ
返
事

で
『
あ
あ
、
い
い

よ
』
。
あ
れ
に
は

驚
き
ま
し
た
」
。�

　
―
芸
術
監
督
は

若
杉
さ
ん
で
し
た

ね
。�

　
「
私
の
頭
の
中
で
は
早
く
か
ら
若
杉

弘
さ
ん
に
決
め
て
い
ま
し
た
が
、
若
杉

さ
ん
を
説
得
す
る
に
は
名
前
の
通
っ
た

人
で
な
け
れ
ば
難
し
い
。
そ
こ
で
赤
松

さ
ん
を
先
頭
に
、
恐
る
恐
る
お
願
い
に

行
き
ま
し
た
」�

　
―
そ
れ
で
ど
う
で
し
た
。�

 

「
若
杉
さ
ん
は
、
お
受
け
す
る
に
は

条
件
が
あ
る
、
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

一
つ
は
年
に
一
回
は
日
本
の
総
力
を
上

げ
て
オ
ペ
ラ
を
一
本
作
る
こ
と
。
も
う

一
つ
は
青
少
年
オ
ペ
ラ
劇
場
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
で
し
た
。
そ
の
青
少
年
オ
ペ

ラ
に
演
出
家
と
し
て
ず
っ
と
か
か
わ
っ

て
こ
ら
れ
た
の
が
今
、
私
の
前
に
い
ら

っ
し
ゃ
る
中
村
敬
一
先
生
で
す
」�

　
―
初
演
魔
で
し
た
ね
、
若
杉
さ
ん
は
。�

 

「
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
シ
リ
ー
ズ
で
は
ド
ン
・

カ
ル
ロ
の
五
幕
版
、
エ
ル
ナ
ー
ニ
、
シ

チ
リ
ア
島
の
夕
べ
の
祈
り
、
海
賊
な
ど
、

日
本
初
演
の
オ
ペ
ラ
を
９
年
間
上
演
し

て
く
れ
ま
し
た
」�

　
―
世
界
で
も
め
っ
た
に
上
演
さ
れ
な

い
曲
目
を
、
な
ぜ
取
り
上
げ
る
の
か
、

と
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
「
日
本
中
か
ら

世
界
中
か
ら
、
こ
の
び
わ
湖
に
人
が
集

ま
る
か
ら
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。
劇
場
を
離
れ
ら
れ
た
今
、
こ
れ
か

ら
の
劇
場
、
オ
ペ
ラ
に
つ
い
て
は
ど
う

思
わ
れ
ま
す
か
。�

 

「
劇
場
と
い
う
の
は
舞
台
を
作
り
続

け
な
い
と
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
質
の

高
い
も
の
を
作
り
続
け
る
こ
と
が
人
材

発
掘
、
育
成
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

作
る
行
為
を
な
く
し
た
も
の
は
劇
場
で

は
な
い
と
、
最
近
ま
す
ま
す
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」�

　
　
　
　
　
♪�

　
演
奏
は
び
わ
湖
ホ
ー
ル
声
楽
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
の
西
田
昭
広
さ
ん
（
９０
年
大
卒
・

バ
リ
ト
ン
）
。
佐
藤
明
子
さ
ん
（
９７
年

大
卒
）
の
ピ
ア
ノ
で
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
「
ラ
・

ト
ラ
ヴ
ィ
ア
ー
タ
」
「
ド
ン
・
カ
ル
ロ
」

「
オ
テ
ッ
ロ
」
な
ど
の
ア
リ
ア
５
曲
を

歌
い
ま
し
た
。�

�

舞台は作り続けないと�
９４年にびわ湖ホール開設準備局長就任。�
０２年から０８年まで館長、財団法人びわ湖ホ
ール理事長を務める。現在は京都橘大学現
代ビジネス学部教授。０８年に京都新聞文化
学術賞受賞。著書に「びわ湖ホール オペラ
をつくる―創造し発信する劇場」（共著／
新評論）など。�

上原恵美さんのプロフィル�

第６期�オペラ物知物知り講座講座�オペラ物知り講座�

上
原 

恵
美
さ
ん�

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
�

お話　中村敬一講師�
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写真はびわ湖ホール提供�

　
「
す
べ
て
の
オ
ペ
ラ
に
は
重
要
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
折
り
込
ま
れ
て
お
り
、
そ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
現
代
に
伝
え
る
の
が
、

私
た
ち
演
出
家
の
大
切
な
仕
事
で
す
」。

子
ど
も
の
こ
ろ
に
西
ド
イ
ツ
か
ら
東
ド

イ
ツ
に
移
っ
た
コ
ン
ヴ
ィ
チ
ュ
ニ
ー
氏
。

「
愛
」
と
「
平
和
」
。
彼
の
演
出
の
キ

ー
ワ
ー
ド
は
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
活
し

た
経
験
か
ら
来
る
も
の
で
す
。�

　
２
幕
。
蝶
々
さ
ん
を
捨
て
た
ピ
ン
カ

ー
ト
ン
が

妻
の
ケ
ー

ト
を
連
れ

て
長
崎
に
戻
っ
て
く
る
場
面
。
蝶
々
さ

ん
が
一
途
に
自
分
を
待
っ
て
い
て
く
れ

た
こ
と
を
領
事
の
シ
ャ
ー
プ
レ
ス
か
ら

聞
き
、
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
は
動
揺
し
ま
す
。

と
が
め
る
シ
ャ
ー
プ
レ
ス
。
彼
の
肩
を

つ
か
み
、
激
し
く
突
き
飛
ば
し
ま
す
。

「
登
場
人
物
の
ぶ
つ
か
り
合
い
、
葛
藤

を
伝
え
る
こ
と
こ
そ
舞
台
の
核
な
の
で

す
」。
コ
ン
ヴ
ィ
チ
ュ
ニ
ー
氏
は
こ
の

場
面
に
３０
分
も
か
け
て
指
導
し
ま
し
た
。�

　
最
後
の
シ
ー
ン
。
自
害
し
た
蝶
々
さ

ん
は
、
自
分
を
呼
ぶ
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
の

声
に
反
応
し
て
立
ち
上
が
り
、
最
後
は

宙
に
手
を
伸
ば
し
力
尽
き
ま
す
。�

　
コ
ン
ヴ
ィ
チ
ュ
ニ
ー
氏
は
こ
の
と
き

二
人
の
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
を
登
場
さ
せ
ま

し
た
。
一
人
は
蝶
々
さ
ん
を
捨
て
た
こ

と
へ
の
「
懺
悔
」、
も
う
一
人
は
「
私

は
今
も
蝶
々
さ
ん
を
愛
し
て
い
ま
す
。

坊
や
は
必
ず
幸
せ
に
し
ま
す
」
と
い
う

気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
で
は
な
か
っ
た

か
。
咄
嗟
の
ア
イ
デ
ィ
ア
。
蝶
々
役
を

演
じ
た
和
泉
万
里
子
さ
ん
（
０５
年
院
修
・

ソ
プ
ラ
ノ
）
は
「
こ
の
ス
テ
レ
オ
効
果

で
、
悲
劇
が
悲
劇
で
終
わ
ら
ず
、
蝶
々

さ
ん
は
最
後
に
救
わ
れ
た
気
が
し
ま
す
」。�

　
コ
ン
ヴ
ィ
チ
ュ
ニ
ー
氏
は
世
界
的
に

も
有
名
な
読
み
替
え
の
名
手
。
ピ
ン
カ

ー
ト
ン
を
待
つ
蝶
々
夫
人
と
ス
ズ
キ
は

キ
ッ
チ
ン
ド
ラ
ン
カ
ー
と
い
う
設
定
。

「
３
年
待
つ
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
。
苦

し
み
と
苛
立
ち
。
酒
に
お
ぼ
れ
て
も
不

思
議
で
は
な
い
」
と
説
明
。
平
野
雅
世

さ
ん（
９４
年
大
卒
・
ソ
プ
ラ
ノ
）
は
「
そ

こ
ま
で
や
る
か
、
と
い
う
気
持
ち
も
あ

り
ま
し
た
が
、
夫
が
残
し
て
く
れ
た
お

金
も
底
を
つ
き
、
す
さ
ん
だ
生
活
。
そ

れ
を
考
え
る
と
酒
も
あ
り
か
な
。
オ
ペ

ラ
は
人
間
ド
ラ
マ
と
い
う
彼
の
演
出
は

リ
ア
ル
で
説
得
力
が
あ
り
ま
し
た
」。�

　
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
が
乗
っ
た
軍
艦
が
港

に
入
り
大
砲
が
鳴
る
シ
ー
ン
で
は
、
大

き
な
音
と
と
も
に
家
中
の
電
灯
が
消
え
、

家
財
道
具
が
倒
れ
ま
す
。

広
島
に
強
い
関
心
を
持

つ
コ
ン
ヴ
ィ
チ
ュ
ニ
ー

氏
。
中
村
講
師
は
「
１

０
０
年
前
の
オ
ペ
ラ
を

現
代
に
置
き
換
え
る
た

め
、
彼
は
原
爆
を
登
場

さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
」。�

　
「
こ
の
作
品
は
プ
ッ

チ
ー
ニ
が
私
た
ち
に
与

え
て
く
れ
た
贈
り
物
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
最
後
の
音
を
思
い
浮

か
べ
て
く
だ
さ
い
。
６
度
の
和
音
と
い

う
不
思
議
な
終
わ
り
方
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
こ
そ
が
彼
が
私
た
ち
に
突
き
つ
け

て
い
る
大
事
な
部
分
。
続
き
を
考
え
ろ
、

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
思
い
ま
す
」。�

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
連
日
、
時
間
を

延
長
し
、
午
後
８
時
ま
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
緊
張
と
熱
気
に
包
ま
れ
た
リ
ハ
ー

サ
ル
室
。
８
月
６
日
に
行
わ
れ
た
公
開

発
表
会
で
は
誰
も
が
生
き
生
き
と
「
人

間
」
を
演
じ
ま
し
た
。�

　世界的なオペラ演出家ペーター・コンヴィチュニー氏がこの夏、

大津市のびわ湖ホールに登場しました。大阪音楽大学も協力して

実現した「オペラ演出ワークショップ」（びわ湖ホール、昭和音楽大学、

ドイツ文化センター主催）。プッチーニの「蝶々夫人」全編を７月３１日

から７日間で仕上げるハードなスケジュールでしたが、若手演出家

や演出家を志す学生、びわ湖ホール声楽アンサンブル、演出家の

中村敬一本学講師がコーディネートした歌手ら４８人の受講生たち

は、歌詞の解釈、演技指導を通して、大きな「財産」を手にしました。�

コンヴィチュニー氏「オペラ演出ワークショップ」� 本学卒業生ら４８人受講�

「大きな財産得た」�

「
愛
」
と
「
平
和
」
人
間
ド
ラ
マ
学
ぶ�

オペラ物知り講座�
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荒田祐子教授、バリトン田中
村敬一講師が発音、演技
て指導。イタリア古典歌曲
に｣「陽はすでにガンジス河
の二重唱「パリを離れて」、
唱」などに挑戦しました。�
スで発表会。指揮･加藤完

二講師、ピアノ西尾麻貴、矢崎真理さん（いずれも本
学演奏員）、この講座の修了生で現在本学に在学し
ている岩瀬昌弘さん（院１）、塩見玲衣さん（学３）ら�
６人が助演し、オペラの醍醐味を体験しました。�

　
ギ
タ
ー
は
身
近
で
親
し
み
や
す
い
庶

民
の
楽
器
。
歴
史
は
古
く
ル
ネ
サ
ン
ス

か
ら
現
代
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ロ
ッ
ク

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
を
ギ
タ
ー
一

本
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
南
米

の
チ
ャ
ラ
ン
ゴ
や
ハ
ワ
イ
の
ウ
ク
レ
レ

も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
い
ス
タ
イ
ル
を

留
め
た
ギ
タ
ー
の
仲
間
。
指
か
ら
爪
へ
、

弾
く
バ
ラ
ン
ス
を
変
え
る
こ
と
で
、
音

色
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
無
限
に
引
き

出
せ
る
の
も
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。�

　
藤
井
講
師
は
ギ
タ
ー
が
盛
ん
な
ス
ペ

イ
ン
音
楽
の
特
徴
と
し
て
、
ヘ
ミ
オ
ラ

の
リ
ズ
ム
、
フ
リ
ギ
ア
旋
法
の
音
階
、

旋
律
を
揺
ら
す
メ
リ
ス
マ
書
法
を
挙
げ
、

本
学
卒
業
生
の
今
村
隆
之
さ
ん
と
共
演

で
、
日
本
の
天
正
使
節
団
が
ロ

ー
マ
法
王
の
御
前
で
演
奏
し
た

「
皇
帝
の
唄
」
や
、
ト
レ
モ
ロ

が
繊
細
な
「
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮

殿
の
思
い
出
」
、
メ
リ
ス
マ
の

旋
律
が
も
の
哀
し
い
「
ア
ラ
ン

フ
ェ
ス
協
奏
曲
」
な
ど
を
演
奏

し
ま
し
た
。�

�

９月18日  ミレニアムホール�
�

９月18日  ミレニアムホール�
�

　
大
阪
音
楽
大
学
と
同
短
期
大
学
部
は

７
月
２９
日
に
「
真
夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
２
０
１
０
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
近
畿
を

は
じ
め
遠
く
は
東
京
、
富
山
、
愛
媛
、

島
根
、
鹿
児
島
な
ど
か
ら
約
９
０
０
人

が
参
加
。
全
体
説
明
会
や
教
員
に
よ
る

ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
た

ザ
･
カ
レ
ッ
ジ
･
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
は
高

校
生
た
ち
で
ぎ
っ
し
り
埋
ま
り
ま
し
た
。
�

　
こ
の
後
、
第
１
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
ピ

「時代と国境を越えるギター」�

１１人オペラハウスで成果発表�

講師　藤井敬吾　　お話　日下部吉彦�

雨
の
中
9
0
0
人
参
加

ミレニアムホール特別講座�
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　プロの声楽家や演出家が懇切丁寧に指導する｢高
校生のためのオペラ講座｣。６年目の今年は大阪、兵
庫、遠くは鳥取県などから11人が参加し、８月20、21日
に行われました。�

　初日はメゾ･ソプラノの荒
由也准教授、演出家の中
の基礎、身体表現について
集から｢愛しい人のまわりに
から昇り」、オペラ「椿姫」の
｢魔笛｣の「パパパの二重唱
　２日目は夢のオペラハウス

大学院オペラ試演会�

９月18日  ミレニアムホール�
�

　
大
阪
音
楽
大
学
大
学
院
音
楽
研
究
科

の
オ
ペ
ラ
研
究
室
試
演
会
は
７
月
２２
日
、

ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス�

で
催
さ
れ
ま
し
た
。
演
目
は
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
原
作
で
、
Ｃ
・
グ
ノ

ー
の
９
番
目
の
オ
ペ
ラ
「
ロ
メ
オ

と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
（
全
５
幕
＝

抜
粋
、
原
語
上
演 

字
幕
付
き
）
。�

　
舞
台
は
１４
世
紀
イ
タ
リ
ア
の
ヴ

ェ
ロ
ー
ナ
。
モ
ン
テ
ギ
ュ
―
家
と
キ
ャ

ブ
レ
ッ
ト
家
の
血
な
ま
ぐ
さ
い
争
い
、

そ
の
た
め
に
起
き
た
数
々
の
悲
劇
的
な

事
件
が
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り

ま
す
。�

 

キ
ャ
ス
ト
は
ロ
メ
オ
を
小
林
峻
（
院

１
）
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
を
川
口
り
な
、

中
侑
子
（
以
上
院
２
）
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ

ト
と
ス
テ
フ
ァ
ノ
を
南
美
里
（
院
１
）
、

テ
ィ
バ
ル
ト
藤
川
晃
史
（
院
２
・
歌
曲

研
究
室
）
、
メ
ル
キ
ュ
ー
シ
オ
岩
瀬
昌

弘
（
院
１
）
ら
。
ま
た
、
キ
ャ
プ
レ
ッ

ト
を
演
奏
員
の
桝
貴
志
さ
ん
が
演
じ
ま

し
た
。�

ア
ノ
、
管
弦
打
、
合
唱
、
邦
楽
、
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
、
第
２
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
ジ

ャ
ズ
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
ど
の
公
開
レ
ッ

ス
ン
や
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
、
参
加
者

は
お
目
当
て
の
会
場
に
忙
し
く
移
動
し

て
い
ま
し
た
。
�

　
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
「
必

笑
♪
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
･
オ
ペ
ラ
の
世
界
」

は
声
楽
の
晴
雅
彦
准
教
授
、
石
橋
栄
実

助
教
に
よ
る
見
事
な
歌
声
、
軽
妙
な
ト

ー
ク
で
会
場
は
熱
気
と
笑
い
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
�

ロ
メ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト�

高校生のためのオペラ講座�
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大
阪
音
楽
大
学
の
教
員
免
許
状
更
新

講
習
は
８
月
９
、
１０
の
両
日
、
必
修
領

域
「
教
育
の
最
新
事
情
」
が
あ
り
ま
し

た
。
教
育
免
許
状
更
新
制
は
０９
年
４
月

か
ら
施
行
、
２
回
目
の
今
年
は
必
修
領

域
で
８０
人
が
受
講
、
事
後
評
価
の
結
果

は
、
全
体
平
均
で
「
よ
い
」
と
「
だ
い

た
い
よ
い
」
を
合
わ
せ
る
と
９８
・
７
％

に
の
ぼ
り
ま
し
た
。�

　
選
択
領
域
は
６
月
の
「
指
揮
法
の
基

本
と
実
践
」
を
皮
切
り
に
「
合
唱
指
導

法
」（
７
月
２６
、
２７
日
）、「
日
本
伝
統

音
楽
」（
７
月
２８
〜
３０
日
）、「
リ
コ
ー

ダ
ー
指
導
法
」（
８
月
４
、
５
日
）の
４

講
習
が
あ
り
ま
し
た
。�

 

「
教
育
の
最
新
事
情
」
の
講
習
内
容

は
「
学
校
を
め
ぐ
る
状
況
変
化
」「
専

門
職
た
る
教
員
の
役
割
」「
子
ど
も
の

発
達
に
関
す
る
課
題
」「
学
校
組
織
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
学
習
指
導
要
領
改
訂

の
動
向
」
な
ど
。
受
講
者
の
自
由
記
述

を
紹
介
す
る
と
―
―
。�

 

「
堅
苦
し
い
内
容
か
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
ど
の
講
習
も
分
か
り
や
す
く

興
味
を
持
っ
て
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し�

た
」（
小
学
校

教
諭
）
。
「
講

習
を
受
け
て
み

て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
講
習
に
お
い

て
教
材
内
容
・

説
明
な
ど
に
工

夫
が
さ
れ
て
い

て
有
意
義
で
し

た
。
各
講
師
の

先
生
方
の
持
ち

味
も
色
濃
く
出
て
い
て
楽
し
く
受
講
で

き
ま
し
た
」（
同
）�

 

「
４
人
の
先
生
の
講
義
か
ら
今
後
の

自
分
の
授
業
を
ど
う
改
善
し
た
ら
よ
い

か
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
け
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
教
職
教
養
担
当
の
先

生
方
の
セ
ン
ス
の
す
ご
さ
を
感
じ
ま
し

た
」（
同
）。
「
教
育
界
、
学
校
を
め
ぐ

る
最
新
事
情
は
ま
さ
に
最
新
事
情
で
、

現
場
に
の
し
か
か
る
矛
盾
点
や
、
だ
か

ら
学
校
が
こ
ま
る
、
ひ
い
て
は
子
ど
も

た
ち
も
ふ
り
ま
わ
さ
れ
て
い
る
と
い
う

思
い
を
持
ち
ま
し
た
。
講
師
の
方
た
ち

の
純
粋
な
教
育
に
対
す
る
願
い
や
子
ど

も
た
ち
を
思
う
愛
情
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
（
中
学
校
教
諭
）。�

評
価
の
９９
％
好
評
�

受
講
者
�

　
夏
期
休
暇
中
に
、
本
学
の
国
際
交
流

室
か
ら
コ
ン
タ
ク
ト
を
お
願
い
し
て
い

た
ワ
イ
マ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト

音
楽
大
学
を
、
訪
問
す
る
機
会
を
持
ち

ま
し
た
。
リ
ス
ト
音
楽
大
学
と
本
学
は

す
で
に
交
流
を
締
結
し
て
い
て
、
昨
年

は
同
大
学
か
ら
マ
ル
テ
ィ
ン
・
フ
リ
ー

ド
リ
ッ
ヒ
・
カ
ー
ゲ
ル
さ
ん
、
本
学
か

ら
は
高
崎
真
央
さ
ん
が
交
換
留
学
生
と

し
て
、
互
い
の
大
学
で
学
び
ま
し
た
。

こ
の
度
は
、
リ
ス
ト
音
楽
大
学
の
国
際

交
流
室
長
で
あ
る
ハ
ン
ス
・
ペ
ー
タ
ー
・

ホ
フ
マ
ン
さ
ん
が
案
内
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
私
は
残
念
な
が
ら
直
接
会

う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
ホ
フ

マ
ン
さ
ん
を
通
し
て
リ
ス
ト
音
楽
大
学

学
長
シ
ュ
ト
ル
ツ
ル
氏
へ
の
中
村
孝
義

学
長
の
親
書
を
届
け
ま
し
た
。�

　
リ
ス
ト
音
楽
大
学
は
幾
つ
か
の
建
物

を
施
設
と
し
て
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
本
校
内
に
あ
る
図
書
館
は
、
音
楽

書
、
楽
譜
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
の
３
つ
の

部
分
に
分
か
れ
て
い
て
、
と
て
も
充
実

し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
天
井
が
高

く
、
空
間
は
わ
り
あ
い
ゆ
っ
た
り
と
と

ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
図
書
館
員
の
ウ

ー
リ
ッ
ヒ
さ
ん
に
よ
る
と
、
年
毎
に
増

え
る
資
料
（
含
寄
贈
分
）
の
た
め
の
ス

ペ
ー
ス
確
保
は
悩
み
の
種
で
、
こ
の
点

は
ど
こ
の
図
書
館
も
同
じ
よ
う
で
す
。�

　
ホ
フ
マ
ン
さ
ん
に
よ
る
と
、
図
書
館

の
年
間
予
算
は
お
よ
そ
１０
万
ユ
ー
ロ
、

日
本
円
に
し
て
約
１
千
２
百
万
円
程
度

で
し
ょ
う
か
、
州
の
予
算
と
寄
付
で
支

え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
図
書
館
の

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
検
索
は
、
日
本
か
ら
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す
。
ド
イ
ツ
語
の
サ
イ
ト
で
す
が
、

興
味
の
あ
る
人
は
ア
ド
レ
ス
を
掲
載
し

て
お
き
ま
す
の
で
、
挑
戦
し
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
。�

　
リ
ス
ト
音
楽
大
学
　
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
検
索

ア
ド
レ
ス�

http://opac.ub.uni-w
eim
ar.de/

ワイマール・フランツ・リスト音楽大�
訪問記　図書館長 米山　信�
�

日
本
か
ら
も
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
検
索
で
き
ま
す�

教
員
免
許
状
更
新 

必
須
領
域
に
８０
人�
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短
大
専
攻
科
・
音
楽
療
法
の
学
外
実

習
が
８
、
９
月
に
豊
中
市
内
の
坂
本
病

院
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
実
習
生

は
６
人
。
２
つ

の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
同
病
院

の
那
須
貴
之
・

音
楽
療
法
科
長

か
ら
音
楽
療
法

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

教
わ
り
ま
し
た
。�

　
実
習
に
参
加

し
た
の
は
林
由

佳
さ
ん
（
ピ
ア�

ノ
）
、
千
原
美

智
子
さ
ん
（
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
）
た
ち
。「
音
楽
に
は
不

思
議
な
力
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
日

ご
ろ
学
ん
で
い
る
音
楽
の
持
つ
力
で
患

者
の
心
に
迫
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
那
須

科
長
。�

　
こ
の
病
院
の
入
院
患
者
の
多
く
は
認

知
症
や
脳
血
管
疾
患
に
よ
る
後
遺
症
、

長
期
寝
た
き
り
に
よ
っ
て
起
こ
る
廃
用

症
候
群
に
か
か
っ
て
い
る
人
た
ち
が
ほ

と
ん
ど
。
無
表
情
な
人
が
多
く
、
実
習

生
た
ち
は
「
故
郷
」「
上
を
向
い
て
歩

こ
う
」
な
ど
童
謡
、
唱
歌
、
ナ
ツ
メ
ロ

な
ど
を
歌
い
、
心
の
扉
を
開
こ
う
と
悪

戦
苦
闘
し
ま
す
。�

　
音
楽
療
法
士
を
目
指
す
村
山
結
衣
さ

ん
（
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
ヴ
ォ
ー
カ
ル
）
は

「
実
習
で
は
患
者
へ
の
接
し
方
な
ど
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の

仕
事
は
音
楽
を
や
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ

で
き
る
仕
事
。
音
楽
療
法
士
へ
の
夢
実

現
に
向
け
、
こ
れ
か
ら
も
勉
強
し
ま�

す
」
。�

　
大
阪
府
下
の
中
学
生
に
呼
び
か
け
、

キ
ャ
ン
パ
ス
で
大
学
の
授
業
を
体
験
し

て
も
ら
う
大
阪
中
学
生
サ
マ
ー
・
セ
ミ

ナ
ー
が
、
７
月
３１
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
大
阪
が
加
盟
大

学
に
参
画
を
募
り
実
施
し
て
い
る
催
し

で
、
本
学
が
参
画
す
る
の
は
今
年
が
初

め
て
。
一
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
５２
人

の
中
学
生
と
保
護
者
ら
が
キ
ャ
ン
パ
ス

を
訪
れ
ま
し
た
。�

　
当
日
は
音
楽
学
の
井
口
淳
子
教
授
と
、

声
楽
の
晴
雅
彦
准
教
授
が
中
学
生
の
た

め
に
特
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
。
午

前
中
は
音
楽
博
物
館
を
見
学
。
好
奇
心

い
っ
ぱ
い
の
中
学
生
た
ち
は
、
巨
大
な

ア
ル
プ
ホ
ル
ン
や
素
朴
な
親
指
ピ
ア
ノ
、

古
い
タ
イ
プ
の
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
な
ど
、

楽
器
の
構
造
に
興
味
津
々
の
様
子
で
し

た
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
な
ど
の
試
奏
コ
ー

ナ
ー
も
人
気
で
、
ガ
ム
ラ
ン
・
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
続
い
て

井
口
教
授
が
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
テ

ー
マ
に
、
音
楽
学
の
模
擬
授
業
を
行
い

ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
Ｏ
号
館
に
移
動
。

声
楽
の
晴
雅
彦
准
教
授
が
、
合
唱
曲
「
旅

立
ち
の
日
に
」
を
題
材
に
、
呼
吸
法
や

発
声
の
し
く
み
、
そ
し
て
〝
聞
く
人
に

思
い
が
伝
わ
る
歌
い
方
〞
を
、
楽
し
い

語
り
口
で
生
徒
た
ち
を
ぐ
い
ぐ
い
引
き

つ
け
な
が
ら
、
実
技
指
導
し
ま
し
た
。�

　
豊
中
市
立
第
十
中
学
校
（
吉
川
博
校

長
）
で
夏
休
み
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
（
補

習
授
業
）
が
あ
り
、
本
学
の
学
生
１４
人

が
授
業
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
教

職
課
程
を
履
修
し
て
い
る
学
生
に
と
っ

て
は
教
育
実
習
の
リ
ハ
ー
サ
ル
。
真
剣

そ
の
も
の
で
し
た
。�

　
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
お
手
伝
い
は
地

域
連
携
の
一
貫
で
、
昨
年
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
今
年
は
７
、
８
月
に
計
９
日

間
行
わ
れ
、
河
原
結
花
さ
ん
（
大
３
・

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
ら
１４
人
の
学
生
が
先

生
役
に
名
乗
り
を
あ
げ
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
学
生
た
ち
は
学
年
ご
と
に
分
か
れ
、

英
語
、
数
学
、
国
語
な
ど
の
教
科
を
一

人
ひ
と
り
丁
寧
に
教
え
て
い
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
今
年
も
先
生
役
を
務
め
た

中
才
貴
恵
さ
ん
（
短
２
・
声
楽
）
は
、

「
昨
年
授
業
に
か
か
わ
っ
た
生
徒
に
大

学
の
近
く
で
偶
然
出
会
い
、『
先
生
！
』

と
声
を
か
け
て
も
ら
え
た
の
が
大
変
嬉

し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
本
学

の
学
生
と
、
第
十
中
学
校
の
生
徒
が
教

育
を
通
し
て
素
晴
ら
し
い
関
係
に
あ
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
（
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
事
務
部
門
・
江
見
力
）�

音
楽
療
法
　
６
人
実
習�

中
学
生
サ
マ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー�

心
の
扉
開
こ
う
と
学
生
苦
戦�

５２人が楽器を体験�

中学校で補習授業�

学生１４人お手伝い�
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後列左から２人目が岸本さん�

　
私
た
ち
は
２１
日
に
ボ
ホ
ー
ル
島
に
集

合
し
た
後
、
ボ
ー
ト
で
別
の
島
に
向
か

い
、
４
日
間
の
リ
ハ
ー
サ
ル
キ
ャ
ン
プ

が
始
ま
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
８
つ
の

世
界
遺
産
、
約
８
０
０
０
も
の
島
を
持

つ
自
然
豊
か
な
国
。
空
の
青
さ
、
海
の

透
明
さ
に
ま
ず
圧
倒
さ
れ
、
初
日
の
リ

ハ
ー
サ
ル
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ

た
。�

　
今
回
の
参
加
者
は
ア
ジ
ア
６
カ
国
の

若
者
３５
人
。
そ
れ
ぞ
れ
が
合
唱
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
で
、
サ
ウ
ン
ド
の
す
ご
さ
に

は
改
め
て
驚
か
さ
れ
る
。
同
じ
ア
ジ
ア

で
も
各
国
の
声
質
に
は
特
徴
が
あ
り
、

音
楽
に
携
わ
る
も
の
に
と
っ
て
、
そ
れ

は
と
て
も
興
味
深
い
発
見
だ
っ
た
。�

　
私
は
今
回
、
韓
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

日
本
、
ロ
シ
ア
な
ど
の
伝
統
音
楽
を
混

声
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
曲
を
演
奏
会
前
半

に
、
後
半
に
は
現
在
ア
メ
リ
カ
で
活
動

し
て
い
る
若
手
作
曲
家
の
作
品
を
い
く

つ
か
取
り
上
げ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に

は
伝
統
音
楽
が
あ
り
、
そ
れ
は
特
殊
な

音
階
や
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。
生
活
環
境
、
言
語
、
宗
教
、
そ

れ
に
天
候
が
音
楽
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
は
以
前
、
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
に

参
加
し
て
特
に
実
体
験
し
た
こ
と
で
、

そ
の
違
い
を
こ
の
演
奏
会
で
紹
介
で
き

れ
ば
と
い
う
の
が
今
回
の
大
き
な
私
の

コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
っ
た
。�

　
最
初
の
演
奏
会
は
ボ
ホ
ー
ル
島
。
約

３
５
０
年
前
に
建
て
ら
れ
た
最
古
の
大

聖
堂
が
会
場
だ
。
二
回
目
は
別
の
島
で
、

屋
外
の
屋
根
付
き
会
場
。
演
奏
途
中
に

大
雨
が
降
り
、
ソ
フ
ト
な
曲
は
雨
音
に

邪
魔
さ
れ
な
い
よ
う
急
遽
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
を
フ
ォ
ル
テ
に
変
え
る
な
ど
の
ハ
プ

ニ
ン
グ
も
。�

　
観
客
は
い
ず
れ
も
島
の
人
た
ち
。
本

格
的
な
合
唱
を
生
で
鑑
賞
す
る
の
は
初

め
て
の
人
が
多
く
、
現
地
の
人
々
に
と

っ
て
と
て
も
い
い
経
験
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
特

に
内
陸
に
入
る
と
貧
富
の
差
が
激
し
く
、

こ
う
い
う
専
門
的
な
音
楽
を
生
で
聴
く

機
会
は
一
生
な
い
か
も
し
れ
な
い
か
ら
。�

　
合
唱
団
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
伝
統
衣

装
を
着
て
演
奏
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
が
舞
台
を
盛
り
上
げ
る
。
日

本
は
浴
衣
が
定
番
で
、
他
の
国
は
き
ら

び
や
か
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
衣
装
で
演
奏

す
る
。
ス
テ
ー
ジ
は
ま
る
で
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
。
島
の
人
た
ち
は
こ
れ
に

も
驚
い
た
に
違
い
な
い
。�

　
ツ
ア
ー
も
大
詰
め
。
一
行
は
２８
日
に

首
都
マ
ニ
ラ
に
移
動
し
た
。
演
奏
会
場

は
市
内
で
も
有
数
の
ホ
ー
ル
。
観
客
も

大
学
関
係
者
、
合
唱
団
の
方
々
な
の
で
、

メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
こ
れ
ま
で
と
は
違

っ
た
緊
張
感
が
あ
っ
た
。
ゲ
ス
ト
コ
ン

ダ
ク
タ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
私
も

か
な
り
の
重
圧
が
あ
っ
た
が
無
事
、
大

役
を
果
た
し
ホ
ッ
と
し
て
い
る
。�

　
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
に
参
加
し
て
、
ア
ジ

ア
の
若
者
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
伝

統
を
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
い
る
こ
と

に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
日
本
の
若
者

は
日
本
の
伝
統
を
ど
れ
ほ
ど
誇
り
に
思

い
、
受
け
継
い
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。�

　
美
し
い
自
然
と
暖
か
い
笑
顔
が
と
て

も
印
象
的
な
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
１１
日
間

は
終
わ
っ
た
。
私
は
そ
こ
で
出
会
っ
た

仲
間
の
こ
と
を
一
生
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。

合
唱
を
や
っ
て
い
て
一
番
大
き
な
財
産

は
、
人
と
の
出
会
い
で
あ
る
。
指
揮
者

と
し
て
こ
れ
か
ら
も
そ
の
つ
な
ぎ
目
と

し
て
活
動
で
き
る
よ
う
研
鑽
を
積
ん
で

い
き
た
い
。�

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
で
特
別
講
義�

　
７
月
３０
日
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
音
楽

学
部
と
大
学
院
か
ら
招
待
さ
れ
特
別
講

義
を
行
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
日
本

の
音
楽
文
化
と
そ
の
音
」
。
日
本
に
は

地
方
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
音
階
が
あ

り
、
そ
れ
が
ど
う
発
展
し
て
い
っ
た
の

か
を
混
声
四
部
の
曲
に
ア
レ
ン
ジ
し
た

作
品
を
例
に
話
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

日
本
の
合
唱
曲
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
音
楽

家
に
紹
介
で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ

て
も
大
き
な
収
穫
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。�

　
７
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
行
わ
れ
た
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
合
唱
団
の

コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
（
２１
日
―
３１
日
）
は
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
を

あ
げ
、
無
事
終
了
し
た
そ
う
で
す
。
以
下
は
ゲ
ス
ト
コ
ン
ダ
ク

タ
ー
と
し
て
参
加
し
た
岸
本
正
史
さ
ん
（
０２
年
院
修
・
声
楽
）

か
ら
の
現
地
報
告
。�

現地報告�

合
唱
指
揮
の
岸
本
さ
ん
　ツ
ア
ー
を
終
え
て�

アジアユース合唱団inフィリピン�

若
者
と
の
出
会
い
「
私
の
財
産
」�
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関
西
を
中
心
に
活
動
す
る
詩
人
、
作

曲
家
、
演
奏
家
集
団
「
ま
ほ
ろ
ば
―
２１

世
紀
創
作
歌
曲
の
会
」（
代
表
・
鈴
木

英
明
本
学
名
誉
教
授
）
が
発
足
５
年
を

記
念
し
１１
月
に
歌
曲
集
を
出
版
、
同
２６

日
に
は
兵
庫
県
西
宮
市
の
県
立
芸
術
文

化
セ
ン
タ
ー
・
神
戸
女
学
院
小
ホ
ー
ル

で
出
版
記
念
演
奏
会
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。�

　
「
ま
ほ
ろ
ば
」
は
詩
作
か
ら
作
曲
、

さ
ら
に
演
奏
へ
と
三
位
一
体
の

流
れ
の
中
で
独
創
的
な
創
作
歌

曲
を
関
西
か
ら
発
信
す
る
集
団
。

０４
年
に
鈴
木
名
誉
教
授
の
音
頭

で
発
足
し
ま
し
た
。�

　
現
在
の
会
員
は
４２
人
。
詩
人

の
中
に
は
大
阪
万
博
の
テ
ー
マ

ソ
ン
グ
「
世
界
の
国
か
ら
こ
ん

に
ち
は
」
を
作
詞
し
た
島
田
陽

子
さ
ん
、
詩
集
「
ゆ
う
ひ
の
て

が
み
」
な
ど
数
多
く
の
詩
集
を
出
版
し

て
い
る
野
呂
昶
さ
ん
、
作
曲
家
で
は
和

泉
耕
二
教
授
、
景
山
伸
夫
名
誉
教
授
、

田
島
亘
元
教
授
、
中
澤
道
子
講
師
、
岡

田
正
昭
講
師
、
演
奏
家
に
は
田
中
勉
教

授
、
水
谷
雅
男
教
授
（
以
上
バ
リ
ト
ン
）、

藤
原
啓
子
講
師
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
小
餅

谷
哲
男
講
師
（
テ
ノ
ー
ル
）、
若
手
で

は
田
邉
織
恵
さ
ん
（
００
年
院
修
・
ソ
プ

ラ
ノ
）、
ピ
ア
ノ
の
松
永
昌
子
講
師
ら

錚
錚
た
る
メ
ン
バ
ー
が
顔
を
そ
ろ
え
て

い
ま
す
。�

　
会
員
た
ち
は
０５
年
か
ら
毎
年
本
学
ミ

レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
で
新
作
発
表
の
た
め

の
演
奏
会
を
開
催
、
こ
れ
ま
で
に
発
表

さ
れ
た
創
作
歌
曲
は
約
１
５
０
点
に
の

ぼ
っ
て
い
ま
す
。�

　
１１
月
に
出
版
さ
れ
る
歌
曲
集
に
は
「
は

る
の
こ
う
え
ん
」（
池
田
も
と
子
作
詞
、

大
澤
弘
之
講
師
作
曲
）、「
は
ん
げ
し
ょ

う
」（
野
呂
昶
作
詞
、
鈴
木
英
明
作
曲
）、

｢

秋
に
な
る
と｣

（
島
田
陽
子
作
詞
、
南

川
弥
生
講
師
作
曲
）
な
ど
２６
曲
が
収
め

ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
「
ま
ほ
ろ
ば
は
２１
世
紀
に
ふ
さ
わ
し

い
日
本
歌
曲
を
、
こ
こ
日
本
の
伝
統
文

化
の
宝
庫
で
あ
る
関
西
か
ら
発
信
す
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
た
ち
の

総
力
を
結
集
し
て
、
新
し
い
歌
曲
を
発

表
し
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す｣

と

鈴
木
名
誉
教
授
。�

　
１１
月
２６
日
の
出
版
記
念
演
奏
会
は
１９

時
開
演
。
全
席
自
由
席
で
入
場
料
は
３

０
０
０
円
（
当
日
券
あ
り
）。
チ
ケ
ッ

ト
の
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
「
ま

ほ
ろ
ば
事
務
局
」（
０
９
０
―
７
５
５

３
―
０
５
０
３
）
へ
。�

畠山歩美さんの�

香港奮闘記�

　
歌
か
ら
離
れ
１
年
半
。
夏
休
み
前
は
、

慣
れ
な
い
環
境
の
中
で
学
校
行
事
に
追

わ
れ
、
体
も
心
も
ク
タ
ク
タ
。
激
し
い

ジ
レ
ン
マ
が
私
を
襲
い
ま
す
。�

　
そ
ん
な
こ
と
で
夏
休
み

は｢

自
分
探
し
の
旅｣

に
出

か
け
ま
し
た
。
行
き
先
は

ア
メ
リ
カ
。
ロ
ス
や
サ
ン

デ
ィ
エ
ゴ
を
車
で
回
り
、

今
話
題
の
レ
デ
ィ
・
ガ
ガ

の
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
行
っ

て
き
ま
し
た
。�

　
彼
女
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
は
確
か
に
凄
く
て
、
今

ま
で
に
は
な
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
自
分

の
や
り
た
い
と
思
う
表
現
を
ス
テ
ー
ジ

の
上
で
惜
し
み
な
く
披
露
す
る
姿
に
心

を
打
た
れ
、
何
だ
か
う
ら
や
ま
し
い
気

持
ち
も
。�

　
街
で
よ
く
見
か
け
た
の
が
、
め
っ
ち

ゃ
太
っ
た
女
性
の
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
姿
。

パ
ツ
パ
ツ
の
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
を
は
い
て

い
て
も
、
ち
っ
と
も
不
自
然
じ
ゃ
な
い

ん
で
す
よ
ね
。
こ
れ
っ
て
凄
く
不
思
議

な
こ
と
で
、
そ
の
人
が
た
だ
純
粋
に
や

り
た
い
と
思
う
振
る
舞
い
に
は
、
人
を

引
付
け
た
り
す
る
何
か
が
あ
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。�

　
　
　
　
　
　
　
◆�

　
８
月
２４
日
か
ら
２
学
期
が
始
ま
り
、

吹
奏
楽
部
の
子
ど
も
た
ち
２２
人
は
早�

速
、
秋
の
音
楽
会
に
向
け
て
練
習
再
開

で
す
。
曲
は
ア
ニ
メ･

ソ
ン
グ
「
さ
ん

ぽ
」（
と
な
り
の
ト
ト
ロ
か
ら
）と
、
み

ん
な
の
う
た
で
お
な
じ
み
の「B

elieve

」
。�

メ
ン
バ
ー
の
半
数
は
新
入
部
員
。
う
ま

く
吹
け
な
い
ま
ま
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。�

　
と
こ
ろ
が
、
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
が

と
う
と
う
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
み
ん

な
本
当
に
楽
し
そ
う
に
吹
い
て
く
れ
て
、

会
場
に
見
え
た
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、

そ
れ
に
領
事
館
の
大
使
か
ら
も
大
好
評
。

子
ど
も
た
ち
と
休
日
返
上
ま
で
し
て
頑

張
っ
て
き
た
、
そ
の
努
力
が
少
し
は
報

わ
れ
た
気
が
し
ま
す
。�

５
周
年
迎
え
１１
月
に
記
念
演
奏
会�

２１
世
紀
の
創
作
歌
曲
　
関
西
か
ら
発
信�

音楽会は大成功�

「まほろば」の会�

鈴木英明さん�

島田陽子さん�

野呂　昶さん�

田中　勉さん�

�
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こ
ん
に
ち
は
、
受
験
ア
ド
バ
イ
ザ
ー�

の
と
も
み
で
す
。
７
月
２９
日
と
１０
月
１１

日
に
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ

ス
を
開
催
し

ま
し
た
。
７

月
の
来
場
者

か
ら
「
作
曲

の
分
析
な
ど

勉
強
に
な
っ

た
」「
施
設
も
充
実
し
て
い
て
、
し
っ

か
り
勉
強
で
き
そ
う
」「
電
子
オ
ル
ガ

ン
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
か
っ
こ
よ
か
っ

た
」「
こ
こ
で
音
楽
を
学
び
た
い
と
思

っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
大
好
評
の
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
を
提
げ
、

朝
来
た
時
よ
り
も
生
き
生
き
し
た
表
情

で
帰
っ
て
行
く
姿
が
印
象
的
で
し
た
。�

　
本
学
を
初
め
て
訪
れ
る
方
も
多
く
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
案
内
や
駅
か
ら
の
誘

導
に
キ
ャ
ン
パ
ス
・
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

が
大
活
躍
し
ま
し
た
。�

＝
関
係
記
事
と
写
真
は
１０
、
１１�
　
に
掲

載
。�

��

試
　験
　日
　
１１
月
２０
日
（
土
）
〜
１１
月

２３
日
（
火
）�

出
願
期
間
　
１１
月
１
日
（
月
）
〜
１１
月

５
日
（
金
）
郵
送
必
着�

　
　
　
　
　
１１
月
６
日
（
土
）
９
時
〜

　
　
　
　
　
１３
時
　
窓
口
持
参
の
み�

�

��

開
講
期
間
　
１２
月
２４
日
（
金
）
〜
１２
月

２６
日
（
日
）�

申
込
期
間
　
１１
月
３０
日
（
火
）
〜
１２
月

６
日
（
月
）
必
着�

対
　
　
象
　
音
楽
大
学
受
験
を
目
指
す

方
（
高
校
１
年
生
以
上
）�

��

　
高
校
２
年
生
は
初
め
て
の
、
高
校
３

年
生
以
上
は
一
般
入
学
試
験
Ａ
日
程
前

最
後
の
テ
ス
ト
に
な
り
ま
す
。�

実
　施
　日
　
１２
月
２７
日
（
月
）�

申
込
期
間
　
１１
月
３０
日
（
火
）
〜
１２
月

６
日
（
月
）
必
着�

��

　
同
窓
会
《
幸
楽
会
》
特
別
推
薦
実
技

認
定
審
査
を
８
月
２８
日
に
実
施
し
ま
し

た
。
５８
人
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
大
学

３２
人
、
短
大
２６
人
が
特
別
推
薦
の
出
願

資
格
を
得
ま
し
た
。�

��

　
１１
年
度
大
阪
音
楽
大
学
短
期
大
学
部

公
募
推
薦
入
学
試
験
に
お
け
る
「
専
門

実
技
認
定
制
度
（
専
門
実
技
免
除
）」

に
基
づ
き
短
大
進
学
実
技
適
性
テ
ス
ト

を
９
月
１９
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
８６
人

が
申
し
込
み
、
８０
人
が
「
短
大
進
学
実

技
適
性
あ
り
」
と
の
評
価
を
得
ま
し
た
。�

　
２
０
１
０
年
度
の
職
員
研
修
は
２
つ

の
講
演
と
消
防
訓
練
。
防
災
の
日
の
９

月
１
日
に
職
員
１
２
９
人
が
参
加
し
、

Ａ
号
館
３
０
１
教
室
と
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
講
演
の
一
番
手
は
４
月
に
本
学
理
事

に
就
任
し
た
十
川
輝
明
い
ず
み
ホ
ー
ル

支
配
人
で
、

テ
ー
マ
は
「
魅

力
あ
ふ
れ
る

企
業
で
あ
り

続
け
る
た
め

に｣

。「
夢
空

間
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
徹

底
し
た
お
客

様
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
る
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
な
ど

の
成
功
事
例
を
取
り
上
げ
、
企
業
（
大

学
）
と
し
て
の
方
向
性
、
社
会
の
変
化

に
す
ば
や
く
対
応
す
る
こ
と
が
何
よ
り

も
大
事
、
と
説
明
し
ま
し
た
。�

　
株
式
会
社
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
堤
洋
二
さ
ん
は
企
業
で
今
、
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
長
期
的
、
対
極
的
な

ビ
ジ
ョ
ン
作
り
が
で
き
る
人
た
ち
で
、

こ
れ
こ
そ
が
今
後
生
き
延
び
て
い
く
た

め
の
大
切
な
条
件
、
と
説
き
ま
し
た
。�

　
午
後
は
豊
中
南
消
防
署
の
指
導
で
消

防
訓
練
。
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
か
ら
の
出
火

を
想
定
し
、
消
火
器
や
消
火
栓
を
使
っ

た
放
水
、
観
客
の
避
難
誘
導
訓
練
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
煙
体
験
を
は

じ
め
て
訓
練
に
取
り
入
れ
、
充
満
し
た

煙
の
中
か
ら
の
脱
出
方
法
な
ど
を
教
わ

り
ま
し
た
。�

　
夏
休
み
目
前
の
７
月
２１
日
、
学
生
に

薬
物
の
怖
さ
を
訴
え
る
薬
物
乱
用
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
若

者
を
薬
物
か
ら
守
る
た
め
に
、
全
国
で

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展

開
す
る
財
団
法
人「
麻

薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用

防
止
セ
ン
タ
ー
」
の

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
、

学
生
サ
ロ
ン
「
ぱ
う

ぜ
」
前
に
到
着
。
ク

イ
ズ
や
展
示
、
映
像
を
通
し
て
、
体
と

心
を
蝕
む
薬
物
の
種
類
、
作
用
、
依
存

性
、
取
り
締
ま
る
法
律
な
ど
最
新
の
情

報
を
提
供
し
ま
す
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー

の
展
示
を
見
学
し
な
が
ら
「
注
射
の
跡

が
生
々
し
い
」「
こ
ん
な
に
カ
ラ
フ
ル

で
か
わ
い
ら
し
い
形
の
錠
剤
だ
と
、
だ

ま
さ
れ
る
か
も
」「
友
達
が
ク
ラ
ブ
で

誘
わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
」

な
ど
と
話
す
学
生
た
ち
。
同
セ
ン
タ
ー

の
指
導
員
は
、
薬
物
の
危
険
が
驚
く
ほ

ど
身
近
に
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
、
訪
れ

た
学
生
た
ち
に
説
明
し
ま
し
た
。�

１１
年
度（
大
学
・
短
大
）推
薦
入
学
試
験�

《
幸
楽
会
》
特
別
推
薦
実
技
認
定
審
査�

短
大
進
学
実
技
適
性
テ
ス
ト�

第
６１
回
音
楽
基
礎
科
目
到
達
度
テ
ス
ト�

受
験
講
座
（
冬
期
）�

職
員
研
修
に
１
２
９
人�

薬
物
の
怖
さ
勉
強�

ペ
ー�

ジ�
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撮
影
・
大
窪
道
治
／
写
真
提
供
・
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
文

化
財
団�

■第２２回宝塚ベガ音楽コンクー

ル声楽部門　１位、兵庫県知事賞

　中西麻貴（００年院修・ソプラノ）

＝６月２７日、宝塚市

ベガ・ホール。宝

塚市文化振興財

団など主催�

■第１３回“長江

杯”国際音楽コ

ンクール弦楽器

部門大学の部　

３位　杉山恵梨

（大４・ヴァイ

オリン）▽声楽

部門大学の部　

３位　奥田愛（大

専・ソプラノ）

▽ピアノ部門大学の部　３位　t

田亜佑美（大２・ピアノ）＝８月

１８日、ピッコロシアター。中国音

楽理事会など主催�

　
　
岡
リ
サ
／
箏
リ
サ
イ
タ
ル｢

Ｂ
↓

Ｃ
（
バ
ッ
ハ
か
ら
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

へ
）｣

（
６
月
２９
日
、
大
阪
の
ザ
・
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
で
）�

　
箏
・
十
七
絃
の
　
岡
講
師
が
八
橋
検

校
の
「
六
段
の
調
」
か
ら
現
代
作
曲
家

の
作
品
群
、
そ
し
て
バ
ッ
ハ
の
曲
ま
で
、

意
外
性
に
満
ち
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
事

に
成
功
さ
せ
ま
し
た
。�

　
驚
き
は
バ
ッ
ハ
の
「
カ
ン
タ
ー
タ
第

６８
番
」
の
ア
リ
ア
「
信
仰
厚
き
わ
が
心

よ
」
な
ど
の
「
弾
き
歌
い
」。
観
客
は

　
岡
講
師
が
箏
奏
者
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
、
美
し
い
声
に
ど
よ
め
き
が
起
き
た

ほ
ど
で
し
た
。�

　
審
査
員
は
「
和
と
洋
、
古
典
と
現
代

の
境
界
を
軽
や
か
に
越
え
、
自
在
に
飛

翔
し
て
み
せ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
功

を
裏
付
け
た
の
は
、
確
か
な
演
奏
技
量

と
艶
や
か
な
声
、
果
敢
に
挑
む
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
も
筝

曲
の
無
限
の
可
能
性
を
内
外
に
広
く
伝

え
て
欲
し
い
」
と
絶
賛
し
て
い
ま
す
。�

　
　
岡
講
師
が
自
ら
言
う
よ
う
に
、
今

回
の
公
演
は
ま
さ
し
く
「
限
界
へ
の
挑

戦
」。
見
事
に
花
開
き
ま
し
た
。�

　
　
岡
講
師
の
話
　｢

邦
楽｣

「
ク
ラ
シ

ッ
ク
」
と
ジ
ャ
ン
ル
を
区
別
せ
ず
、
こ

れ
か
ら
も
素
晴
ら
し
い
作
品
に
触
れ
、

日
本
中
に
、
世
界
中
に
箏
の
音
色
を
届

け
ら
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。�

　
大
阪
府
、
大
阪
市
、
大
阪
２１
世
紀
協
会
が
主
催
す
る
平
成
２２
年
度
「
大
阪
文

化
祭
賞
」
の
審
査
が
７
月
に
行
わ
れ
、
伝
統
芸
能
・
邦
楽
の
部
で
　
岡
リ
サ
講

師
の
箏
リ
サ
イ
タ
ル
「
Ｂ
↓
Ｃ
（
バ
ッ
ハ
か
ら
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
へ
）」、
洋

楽
の
部
で
は
ザ
・
タ
ロ
ー
・
シ
ン
ガ
ー
ズ
（
里
井
宏
次
教
授
主
宰
）
の
ア
・
カ

ペ
ラ
版
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
「
冬
の
旅
」
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。
５
月
か

ら
６
月
に
か
け
て
大
阪
府
内
で
行
わ
れ
た
５２
件
の
公
演
が
審
査
の
対
象
で
、
両

公
演
と
も
独
創
性
や
企
画
、
技
法
面
で
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。�

　
ザ
・
タ
ロ
ー
・
シ
ン
ガ
ー
ズ
／
ア
・
カ
ペ

ラ
に
よ
る
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
「
冬
の
旅
」�

初
演
（
６
月
２７
日
、
い
ず
み
ホ
ー
ル
で
）�

　
ザ
・
タ
ロ
ー
・
シ
ン
ガ
ー
ズ
を
主
宰

す
る
里
井
教
授
が
連
作
歌
曲
集
「
冬
の

旅
」（
全
２４
曲
）
の
無
伴
奏
混
声
合
唱

に
よ
る
全
曲
演
奏
を
企
画
。
作
曲
家
の

千
原
英
喜
講
師
が
歌
詞
と
ピ
ア
ノ
パ
ー

ト
を
一
音
符
た
り
と
も
省
略
す
る
こ
と

な
く
編
作
し
、
旋
律
も
伴
奏
も
声
だ
け

と
い
う
新
し
い
「
冬

の
旅
」
が
生
ま
れ

ま
し
た
。�

　
カ
ラ
ス
の
虚
無

的
な
鳴
き
声
、
旅

人
（
は
ず
れ
者
）

を
排
除
し
よ
う
と

す
る
犬
の
威
嚇
的

な
遠
吠
え
は
合
唱

団
の
擬
声
を
用
い
、

郵
便
馬
車
の
ひ
づ

め
の
音
は
舌
打
ち

に
よ
り
、
心
騒
ぐ
主
人
公
の
未
練
と
苛

立
ち
を
表
現
。
声
だ
け
の
「
冬
の
旅
」

は
ピ
ア
ノ
以
上
に
余
韻
を
含
み
、
無
限

の
悲
し
さ
を
広
げ
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
受
賞
理
由
に
は
「
こ
の
奇
想
天
外
な

試
み
は
見
事
に
実
現
し
た
。
千
原
氏
は

単
な
る
『
編
曲
』
で
は
な
く
、
新
た
な

音
楽
の
創
造
だ
。
こ
の
大
実
験
を
成
功

さ
せ
た
千
原
氏
の
功
績
、
企
画
者
で
あ

り
水
準
の
高
い
演
奏
に
仕
上
げ
た
指
揮

者
の
里
井
氏
と
ザ
・
タ
ロ
ー
・
シ
ン
ガ

ー
ズ
の
好
演
を
称
え
た
い
」
と
。�

　
里
井
教
授
の
話
　
ア
・
カ
ペ
ラ
版
「
冬

の
旅
」
が
高
い
評
価
を
受
け
た
こ
と
は
、

非
常
に
意
義
あ
る
も
の
と
感
じ
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
は
ア
・
カ
ペ
ラ
音
楽
を
世

界
に
向
け
果
敢
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。�

　
千
原
講
師
の
話
　
「
冬
の
旅
」
の
中

で
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
と
私
は
一
体
で
あ
っ

た
。
幸
せ
だ
っ
た
。
今
後
は
「
美
し
き

水
車
小
屋
の
娘
」
「
白
鳥
の
歌
」
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
。�

コンクール（敬称略）�

中
西
麻
貴
�

杉
山
恵
梨
�

奥
田
愛
�

L
田
亜
佑
美
�

大阪文化祭賞　ダブル受賞�

限
界
に
挑
戦 

バ
ッ
ハ
を
歌
う
　
岡
講
師�

無
伴
奏｢

冬
の
旅｣ 

世
界
初
演
の
「
タ
ロ
ー
」�



18

vol.214

仲道郁代　桐朋学園大在学中に日本
音楽コンクール第１位受賞。温かい音
色と叙情性、卓越した音楽性が評価さ
れ、人気、実力ともに日本を代表するピ
アニスト。０４年度から本学特任教授。�

　
シ
ョ
パ
ン
生
誕
２
０
０
年
に
あ
た
る
今
年
、
シ
ョ
パ
ン
が
最
も
愛
し
た
プ

レ
イ
エ
ル
の
ピ
ア
ノ
と
、
当
時
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
楽
器
で
編
成
し
た
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
で
、
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
を
演
奏
す
る
と
い
う
夢
の
よ
う
な
演
奏
会
が
、
日

本
で
初
め
て
開
か
れ
ま
し
た
。
ソ
リ
ス
ト
は
仲
道
郁
代
本
学
特
任
教
授
。
シ

ョ
パ
ン
と
同
時
代
、
１
８
３
９
年
製
の
プ
レ
イ
エ
ル
を
演
奏
し
ま
し
た
。
今

回
は
シ
ョ
パ
ン
芸
術
の
核
と
な
る
ピ
ア
ノ
に
つ
い
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
。�

　
３
年
前
に
シ
ョ
パ
ン
の
足
跡
を
た
ど

る
旅
を
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
シ
ョ
パ
ン

が
好
ん
で
使
っ
て
い
た
プ
レ
イ
エ
ル
の

ピ
ア
ノ
に
触
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

弦
も
ハ
ン
マ
ー
も
当
時
の
ま
ま
で
、
鍵

盤
を
押
し
た
と
た
ん
甘
く
や
わ
ら
か
な

響
き
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
�

　
プ
レ
イ
エ
ル
は
歌
う
楽
器
。
自
分
の

指
で
音
を
つ
く
り
あ
げ
、
シ
ョ
パ
ン
が

求
め
た
音
楽
を
、
細
か
な
ニ
ュ
ア
ン
ス

ま
で
細
密
画
の
よ
う
に
浮
き
立
た
せ
る

こ
と
が
で
き
る
楽
器
で
す
。
ベ
ー
ス
か

ら
高
音
部
に
い
た
る
ま
で
、
中
低
音
、

中
、
高
音
と
レ
ン
ジ
に
よ
っ
て
特
有
の

音
色
感
を
持
つ
こ
と
で
、
メ
ロ
デ
ィ
ー

と
伴
奏
だ
け
で
な
く
、
オ
ブ
リ
ガ
ー
ト

や
複
旋
律
が
い
ろ
ん
な
線
で
絡
み
あ
う

音
の
綾
を
、
織
物
の
よ
う
に
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
�

　
プ
レ
イ
エ
ル
は
、
音
質
の
均
一
さ
と

パ
ワ
ー
を
追
求
し
た
現
代
の
ピ
ア
ノ
と

は
、
別
の
も
の
と
考
え
た
方
が
よ
い
で

し
ょ
う
。
物
理
的
に
も
鍵
盤
の
幅
、
タ
ッ

チ
の
深
さ
、
重
さ
が
ま
っ
た
く
違
っ
て

い
て
、
現
代
の
ピ
ア
ノ
は
１
セ
ン
チ
の

深
さ
、
プ
レ
イ
エ
ル
は
０
・
５
セ
ン
チ
。

鍵
盤
の
幅
も
狭
く
、
ま
ず
楽
器
全
体
と

し
て
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
、
音
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
感
の
違
い
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
最
大

の
違
い
は
シ

ン
グ
ル
・
ア

ク
シ
ョ
ン
で

あ
る
こ
と
。

現
代
の
ダ
ブ

ル
・
エ
ス
ケ
ー

プ
と
異
な
り
、

鍵
盤
を
一
番

上
ま
で
上
げ

な
い
と
、
次

の
音
を
打
鍵

し
た
と
き
に

音
が
鳴
ら
な
い
た
め
、
鍵
盤
の
中
で
音

を
弾
く
連
打
や
ト
リ
ル
が
き
か
な
い
。

動
き
と
し
て
は
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
扱

い
に
く
い
と
も
い
え
ま
す
が
、
複
雑
な

仕
組
み
が
ひ
と
つ
省
か
れ
て
い
る
こ
と

で
、
鍵
盤
を
押
し
た
作
業
が
そ
の
ま
ま

ハ
ン
マ
ー
を
上
げ
る
作
業
に
直
結
す
る

た
め
、
微
妙
な
タ
ッ
チ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス

ま
で
音
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
シ
ョ
パ
ン
は
体
調
の
す
ぐ
れ

な
い
と
き
は
エ
ラ
�

ー
ル
、
体
の
調
子

が
い
い
と
き
は
、
プ
レ
イ
エ
ル
を
弾
い

た
そ
う
で
す
。
プ
レ
イ
エ
ル
は
自
分
で

音
を
つ
く
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

分
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
心
配
り
が
必
要
に

な
り
ま
す
が
、
そ
う
す
る
こ
と
で
イ
メ
ー

ジ
通
り
の
す
ば
ら
し
い
音
が
得
ら
れ
た

の
で
し
ょ
う
。
�

　
ピ
ア
ノ
は
当
時
進
化
を
続
け
る
楽
器

で
、
プ
レ
イ
エ
ル
に
も
い
ろ
ん
な
機
能

を
持
つ
楽
器
が
あ
り
ま
し
た
。
た
と
え

ば
ダ
ン
パ
ー
・
ペ
ダ
ル
を
途
中
ま
で
踏

む
と
中
音
か
ら
上
は
ペ
ダ
ル
が
オ
フ
に

な
り
、
中
音
か
ら
低
音
は
ペ
ダ
ル
が
オ

ン
に
な
る
分
割
シ
ス
テ
ム
を
持
つ
ピ
ア

ノ
。
ベ
ー
ス
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響
か
せ

つ
つ
、
半
音
で
動
く
上
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

を
、
濁
ら
ず
き
れ
い
に
浮
き
立
た
せ
て

弾
く
こ
と
が
容
易
に
な
り
ま
す
。
シ
ョ

パ
ン
は
い
ろ
ん
な
タ
イ
プ
の
プ
レ
イ
エ

ル
を
弾
い
て
い
ま
し
た
か
ら
、
多
分
そ

の
機
能
を
知
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。
�

　
作
曲
家
、
特
に
シ
ョ
パ
ン
が
、
自
分

が
使
っ
て
い
る
楽
器
の
性
能
に
影
響
さ

れ
な
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
ず
か

３９
年
の
生
涯
、
生
前
出
版
さ
れ
た
６０
数

曲
の
作
品
を
見
て
も
、
作
風
は
変
化
し

て
い
き
ま
す
。
ど
ん
な
ピ
ア
ノ
を
弾
い

た
の
で
し
ょ
う
。
ワ
ル
シ
ャ
ワ
時
代
は

パ
ン
タ
ロ
ン
、
ウ
ィ
ー
ン
で
は
シ
ュ
ト

ラ
イ
ヒ
ャ
ー
や
グ
ラ
ー
フ
、
パ
リ
で
は

プ
レ
イ
エ
ル
と
エ
ラ
ー
ル
を
弾
い
て
い

ま
し
た
。
そ
の
頃
の
ウ
ィ
ー
ン
の
楽
器

は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
時
代
の
フ
ォ
ル
テ

ピ
ア
ノ
の
流
れ
を
汲
み
、
ア
ー
テ
ィ
キ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
工
夫
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
表
情
が
出
る
タ
イ
プ
の
楽
器
で
し

た
。
ス
ラ
ー
の
書
き
方
が
次
第
に
長
く

な
っ
て
い
っ
た
の
は
、
長
い
旋
律
、
長

い
フ
レ
ー
ズ
を
美
し
く
歌
え
る
楽
器
、

プ
レ
イ
エ
ル
に
出
合
っ
た
か
ら
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
�

　
こ
の
よ
う
に
楽
器
か
ら
作
曲
家
の
書

き
方
を
見
て
い
く
の
も
興
味
深
い
も
の

で
す
。
当
時
の
楽
器
を
知
る
こ
と
で
、

フ
レ
ー
ジ
ン
グ
は
こ
う
あ
る
べ
き
で
は

な
い
か
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
大
切
に
弾
き

た
い
、
な
ど
と
意
識
す
る
気
持
ち
が
芽

生
え
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
現
代
の
ピ
ア

ノ
で
シ
ョ
パ
ン
を
演
奏
す
る
と
き
に
も
、

大
き
な
ヒ
ン
ト
と
な
る
は
ず
で
す
。
�

�

仲道郁代公式ホームページ　http://www.ikuyo-nakamichi.com/

ショパン生誕200年記念�
Approach to Chopin�
vol.4　楽器�

歌
う
ピ
ア
ノ 

プ
レ
イ
エ
ル�

細
密
画
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
浮
き
立
つ�

仲
道
郁
代  

特
任
教
授�

○C Kiyotaka Saito

ショパンと同時代のプレイエルを演奏する�
仲道特任教授�
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幸楽会のホームページ　http://www.kougakukai.net/�
Ｅ－mailアドレス　kougaku@daion.ac.jp�
�

第44回幸楽会コンサート  ニューイヤーコンサート�
�
�

２０１１年１月１０日（月・祝）１４時  ザ・カレッジ・オペラハウス　入場料 １０００円�

ハンク・ジョーンズ師を偲んで�
赤松二郎　河村直樹　木村知之　塩入基弘　藤井司朗　森宏�

ピアノアンサンブル�
ラプソディー・イン・ブルー　藤井快哉　油井美加子�

オペラガラ�
� 「死の都」より　私の憧れ、私の迷い　晴雅彦�

「セビリアの理髪師」より　桝貴志　　   ほか�
　　　　　　  ピアノ　木村貴子　關口康祐�

「ルチア」より　狂乱の場　尾崎比佐子�
「カバレリア・ルスティカーナ」より　田中友輝子�
「愛の妙薬」より　　       中川正崇�

ロビーコンサート　１３時１５分／１３時４０分�
邦楽―箏曲　　市ノ瀬佳子　藤井紗代子�

お問い合わせ：幸楽会事務局�
1０６-６３３４-２８３２�
�

１　部�
�

２　部�
�

３　部�
�

大阪音楽大学後援演奏会�
�

青井彰ピアノ・リサイタル�
１０月２９日（金）１９時　３０００円�
兵庫県立芸術文化センター小ホール�
ショパン：ソナタ　作品５８　ほか�
1０１２０-９６１-８９１　ＪＳＯコンサート企画係�

ｎｅｘｔ ｍｕｓｈｒｏｏｍ ｖｏｌ．１２ フィリデイ ショック！！�
１０月３０日（土）１３時　１５時４０分　１８時３０分�
入場料　前売３部通し券５０００円　学生１０００円�
上田希　大竹秀晃　葛西友子　奥田律　ほか�
1０９０-８４４３-５３４３　福井�

パーカッショングループ大阪 打楽器アンサンブル演奏会�
１１月５日（金）１９時　３５００円�
ザ・フェニックスホール�
トリオ・パー・ウノ打楽器トリオのための　ほか�
1０６-６１３５-０５０３　大阪アーティスト協会�

ザ・タロー・シンガーズ第１２回東京定期演奏会�
Ｆ．シューベルト「冬の旅」�
１１月７日（日）１７時　津田ホール�
一般４０００円　学生２０００円�
指揮　里井宏次　ア・カペラ混声合唱版�
1０３-３４４０-７５７１　東京アーティスツ�

茨木新作音楽展�
１１月８日（月）１９時　２５００円�
茨木クリエイトセンター�
駒井肇　中澤道子　高昌帥　永田孝信　�
北川文雄　熊谷美紀　大澤弘之　ほか�
1０７２-７９４-３８２４　梶山拓也�

Ein Abend für Sunset Fans�
１１月１４日（日）１７時　１０００円�
南港サンセットホール�
山本正三　勝桂子　マサミヤマモトサンセット
ファンズアンサンブル�
1０６-６６１５-５００５　ＡＴＣ企画推進チーム�

第４０回現代音楽作品の夕べ�
１１月２１日（日）１６時３０分　トントレフ・ヒコ�
一般３０００円　学生２０００円�
内藤正彦　近藤浩平　三善有希乃　鈴木陽子�
e-mail:naito1019@yahoo.co.jp　内藤�

平岡洋子フルートリサイタル「二つの宇宙」�
１１月２５日（木）１９時　前売４０００円　当日４５００円�
兵庫県立芸術文化センター小ホール�
平岡洋子　岩崎宇紀　野田千晶　延原弘明�
大阪チェンバーオーケストラ�
1０６-６１３５-０５０３　大阪アーティスト協会�

「まほろば」２１世紀創作歌曲の会�
１１月２６日（金）１９時　３０００円�
兵庫県立芸術文化センター小ホール�
鈴木英明　和泉耕二　大澤弘之　中澤道子�
南川弥生　ほか�
1０９０-７５５３-０５０３　中澤�

青井彰ピアノ・リサイタル�
１１月２７日（土）１４時３０分　３０００円�
新宿明治安田生命ホール�
バッハ（ブゾーニ編曲）：シャコンヌ　ほか�
1０１２０-９６１-８９１　ＪＳＯコンサート企画係�

サロンコンサート�
１１月２８日（日）１５時　２０００円�
モーツァルトサロン�
陶山薫子　松永京子　津田路　岩瀬昌広�
加藤理彩子　西尾麻貴　ほか�

大阪音楽大学卒業１０年を迎え今ここに集う�
“熱狂の夜”�
１１月３０日（火）１９時　３０００円�
兵庫県立芸術文化センター小ホール�
片岡リサ　大島弥州夫　久保田裕美　中嶋康子�
田中郷子　迎肇聡　大西隆弘　小松原章子�
井上なつき　土肥久奈　若林まどか　下岡万祐子�
石橋文恵　小山優美子　原真奈美　晴山大作�
田村太郎 1０７９-７５７-０６４３“熱狂の夜”実行委員会�

木曜日はもっとショパンを！�
～ショパン生誕２００年記念２０１０～�
１２月２日（木）１９時　ザ・フェニックスホール�
前売３５００円　当日４０００円�
土井緑　稲庭達　近藤浩志�
1０５０-５５１０-９６４５　大阪アーティスト協会�

大竹道哉ピアノリサイタル　シューマン生誕２００年�
１２月１１日（土）１４時　�
和泉市久保惣記念美術館Eiホール�
入場料　無料　ただし入館料必要�
1０７２５-５４-０１１１　和泉市久保惣記念美術館�

大阪音楽大学　サキソフォーンオーケストラ�
１２月１２日（日）１４時３０分　オペラハウス�
入場料　８００円�
大阪音楽大学サキソフォーン専攻生�

ブラスアンサンブル・ブリオン　クリスマスコンサート�
１２月１３日（月）１９時　島之内協会　１０００円�
西谷良彦　滝村洋子　永井孝治　竹本裕一�
山口真理子  1０９０-８４６８-０６５５　滝村�

第２１回大阪音楽大学クラリネットオーケストラ演奏会�
１２月１４日（火）１９時　いずみホール　１０００円�
大阪音楽大学クラリネット専攻生�
（問）clarinetorchestraosaka@yahoo.co.jp�

シューマンの軌跡～石原光世リサイタル～�
１２月１８日（土）１５時　前売３０００円当日３５００円�
ムラマツリサイタルホール新大阪�
石原光世　小西潤子　青木耕平�
1０７２-６２２-９９２８　バリアフリーコンサート企画�

大阪音楽大学打楽器専攻生による第４０回打
楽器オーケストラ演奏会�
１２月２３日（木）１４時　５００円  オペラハウス�
北野徹指揮　大阪音楽大学打楽器オーケストラ�
1０９０-５６９２-５３２２　金原俊�

日本テレマン協会特別演奏会　出戸由記子
プロデュースによる“ピアノ協奏曲の夕べ”�
１２月２８日（火）１９時�
前売４０００円　当日４５００円　いずみホール�
朝原望　笹友佳　出戸由記子�
1０６-６３４５-１０４６　日本テレマン協会�

宇留嶋美穂　河合摂子ジョイントリサイタル�
１１月３日（水・祝）１４時　前売３０００円�
当日３５００円　ザ・フェニックスホール�
宇留嶋美穂　河合摂子　青木耕平�
1０９０-３８４７-５９９５　宇留嶋�

トリオ・ソナーレ　　１ｓｔ Ｃｏｎｃｅｒｔ�
１１月３日（水・祝）１４時�
遊音堂２階　ＹＯＵホール　２０００円�
木山亮子　藤原良行　南平紗希�
molto-clarinetissimo-yukky0824@ezweb.ne.jp�

オペラ「コジ・ファン・トゥッテ」�
１１月６日（土）１７時　ラブリーホール�
前売４０００円　当日４５００円�
大橋ジュン　増渕弥生　楠永陽子　田中良和�
福嶋勲　鹿又透　中村貴志�
1０７２１-５６-６１００　ラブリーホール�

第２回サンセットコンサート�
１１月６日（土）１８時　遊音堂Ｙｏｕサロン�
２０００円�
實野みどり　松本幸子　松永みどり　後藤敏子�
1０９０-９７０４-００８５�

楽しいピアノ講座～ショパン生誕２００年によせて～�
１１月７日（日）１３時３０分　聴講料５００円�
敦賀市きらめきみなと館　小ホール�
講師　永井正幸�
1０７７０-２０-１１００　きらめきみなと館�

ひとときの音楽　パーセルを歌う�
１１月１２日（金）１９時　西宮市甲東ホール�
前売２５００円　当日３０００円�
ソプラノ　北村多恵　ピアノ　林美枝�
1０８０-４２３３-１６４９　エスパス・ムジーク�

ショパンが愛した歴史的ピアノ�
１１月１３日（土）１５時３０分�
前売１０００円当日１５００円　堺市民会館小ホール�
森下奈美　寺西一巳　松本紗希　若松芳�
日野俊介�
1０７２-２３８-１４８１　堺市民会館�

横溝美也子ピアノリサイタル�
１１月１４日（日）１４時　１０００円�
宝塚ソリオホール�
臼井幸司：Ｈｏｎｅｙ Ｍｕｓｅ－素敵な女神様－　ほか�
1０７９７-８７-９６５９　横溝�

Ａｕｒｏｒａ　アウローラ京都公演Ｖｏｌ．Ⅱ�
１１月１４日（日）１４時３０分　青山音楽記念館�
前売２０００円　当日２５００円�
結城麻子　和田陽恵　満田早穂里　香川紀恵�
1０７５-３９３-００１１　青山音楽記念館�

歌の美術館　大津�
１１月２０日（土）１９時　フィガロホール�
前売２０００円　当日２５００円�
山本久代　竹内公一　松田みゆき�
1０７７-５２２-３１０６　フィガロホール�

田村靖子ソプラノリサイタル�
１１月２７日（土）１４時　２５００円　世良美術館�
ピアノ　長谷智子�
Ｒ．シュトラウス：セレナーデ　ほか�
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｓｏｐｙａｓｕｋｏ．ｎｅｔ/�
メンデルスゾーン―２つのピアノトリオ―�
１１月２８日（日）１５時　青山音楽記念館�
一般２５００円　学生２０００円�
本郷舞　大町剛　今田景子�
1０７５-３９３-００１１　青山音楽記念館�

山口明ホルンリサイタル２０１０�
１２月４日（土）１４時　�
前売一般１５００円　学生１０００円（当日５００円増）
兵庫県立芸術文化センター小ホール�
山口明　赤松由夏　満多野志野�
1０７９７-６２-０３６６　山口�

クリスマスコンサート「ロシア音楽のひととき」�
１２月５日（日）１４時　入場無料（要整理券）�
ピッコロシアター小ホール�
納谷靖子　鴻池裕水　嶋村あゆみ　城谷真記�
チャイコフスキー：くるみ割り人形　ほか�

母と子のためのクリスマスコンサート�
１２月２４日（金）１４時　１５００円（早割１０００円）�
東灘区民センターうはらホール�
サンタクロース　ニャリみゆき�
1０７９８-５２-５５１５　ジーエムアートグレイス�

《幸楽会》後援演奏会�
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予
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月
２２
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�

　お母さんコーラス･フルフルの皆さんが演じるミュー
ジカル｢美女と野獣｣で幕を開けた２７回目の夏まつり。
炎天のこども広場にはヨーヨー釣りや輪投げ、サッカ
ーゲームなどの出店がズラリ。子どもたちは汗を拭き
拭き、心ゆくまで｢夏｣を楽しんでいました。�

　行進曲に合わせて園児２８０人が元気に入場。この
後かけっこや保護者参加の玉入れ、年少組の大玉転
がし、卒園児のおやつ取り競争、年長組の組体操など
２０競技がありました。お父さんやお母さんたちはカメラ
片手に、がんばる我が子に声援を送っていました。�

　
本
学
卒
業
生
に
よ
る
「
若
い
芽
の
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
７
月
３１
日
、
ミ
レ
ニ
ア

ム
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
「
様
々
な
音
色
に
よ
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
音
楽
紀
行
〜
バ
ロ
ッ
ク
か
ら
ロ

マ
ン
ま
で
〜
」
。
夏
の
昼
下
が
り
、
涼

や
か
に
吹
き
抜
け
る
一
陣
の
風
の
よ
う

な
荒
木
舞
さ
ん
の
フ
ル
ー
ト
と
入
澤
恵

理
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
の
演
奏
で
始
ま
り
ま

し
た
。
続
い
て
ソ
プ
ラ
ノ
の
下
村
淑
子

さ
ん
が
山
本
佳
美
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
で
グ

ノ
ー
の
オ
ペ
ラ
ア

リ
ア
「
宝
石
の
歌
」

を
艶
や
か
に
歌
う

と
、
舞
台
は
フ
ラ

ン
ス
か
ら
ド
イ
ツ

へ
。
吉
田
衣
里
さ

ん
が
引
き
締
ま
っ

た
タ
ッ
チ
で
「
シ

ャ
コ
ン
ヌ
」
を
ピ

ア
ノ
独
奏
。
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
の
井
上

美
奈
さ
ん
は
、
中

西
梨
奈
さ
ん
の
ピ

ア
ノ
で
「『
椿
姫
』

の
旋
律
に
よ
る
演

奏
会
用
幻
想
曲
」
を
軽
や
か
に
演
奏
。

秋
本
久
美
さ
ん
と
阪
田
阿
沙
美
さ
ん
は

ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
で
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
む
「
魔

法
使
い
の
弟
子
」
を
披
露
し
ま
し
た
。�

　
７
月
か
ら
９
月
に
か
け
音
楽
博
物
館

で
、
２
種
類
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開

か
れ
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
バ
リ
島
の
伝
統
音
楽
ガ
ム
ラ
ン
に

親
し
む
「
ガ
ム
ラ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
２
０
１
０
」
。
７
月
２８
日
は
小
林
江

美
さ
ん
が
初
心
者
を
指
導
。
９
月
８
日

は
現
地
の
ガ
ム
ラ
ン
演
奏
団
「
ス
ダ
マ

ニ
」
の
み
な
さ
ん
が
、
経
験
者
に
仮
面

舞
踊
の
伴
奏
曲
を
指
導
し
ま
し
た
。�

　
も
う
ひ
と
つ
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
ソ

ー
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「M

u
sical 

Saw

の
こ
ぎ
り
を
弾
い
て
み
よ
う
」
。

講
師
は
滋
賀
大
学
特
任
准
教
授
で
、�

”は
か
な
く
物
憂
げ
な
美
し
い
音
色
“
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
ソ
ー
を
こ
よ
な
く
愛

す
る
、
の
こ
ぎ
り
演
奏
家
の
稲
山
訓
央

さ
ん
。
受
講
者
は
、
の
こ
ぎ
り
を
た
わ

ま
せ
、
弓
で
こ
す
っ
て
音
を
出
す
独
特

の
奏
法
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。�

第２７回夏まつり 　７月２４日� 第４４回うんどうかい 　１０月１０日�

若い芽のコンサート�音楽博物館でワークショップ�

付
属
音
楽
幼
稚
園�

ガ
ム
ラ
ン
と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
ソ
ー
�

　
１
７
５
１
年
に
ド
イ
ツ
の
名

窯
マ
イ
セ
ン
で
作
ら
れ
た
人
形
。

当
時
の
桂
皮
油
売
り
が
キ
タ
ッ

ラ･

バ
ッ
テ
ン
テ
と
い
う
南
イ

タ
リ
ア
の
ギ
タ
ー
を
演
奏
す
る

姿
で
す
。�

楽器を奏でる人形たち�

名
窯
の
珍
作
�

西岡信雄コレクションより（音楽博物館所蔵）�


